
日
本
資
本
主
義
の
発
展
と
シ
ャ
ウ
プ
勧
告

藤
　
　
岡

純

次

序
章

第
一
章

　
第
一
節

　
第
二
節

　
第
三
節

第
二
章

　
第
一
節

　
第
二
節

　
　
二

第
三
章
第
一
節

　
第
二
節

　
　
二

　
　
三

　
第
三
節

資
本
蓄
積
税
制
と
シ
ャ
ウ
プ
勧
告

　
損
益
計
算
を
通
じ
る
減
税
措
置
の
導
入

　
日
本
資
本
主
義
の
発
展
と
資
本
蓄
積
促
進
税
制

　
「
勧
告
」
に
お
げ
る
論
理
体
系

朝
鮮
特
需
期
と
資
本
蓄
積
税
制

　
朝
鮮
特
需
期
に
お
げ
る
資
本
蓄
積

　
朝
鮮
特
需
期
に
お
げ
る
企
業
税
制
と
資
本
蓄
積

特
別
減
価
償
却
制
度

諾
引
当
金
・
準
備
金
と
税
率

「
高
度
成
長
」
過
程
と
資
本
蓄
積
税
制

　
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積

　
強
蓄
積
税
制

税
率
税
率
引
下
げ
の
一
形
態
と
し
て
の
配
当
軽
課
措
置

減
価
償
却
制
度

　
小
括

目
本
資
本
主
義
の
発
展
と
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
（
藤
岡
）

序
　
章

　
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
は
、
戦
後
復
興
期
と
い
う
特
殊
な
資
本
蓄
積
条
件
に

規
定
さ
れ
て
出
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
た
が
ら
、
同
時
に
、
戦
後
日

本
で
最
初
の
全
体
系
弥
税
制
で
あ
り
、
そ
の
後
の
日
本
資
本
主
義
の
発

展
の
中
で
の
税
制
の
展
開
を
大
き
く
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿

の
課
題
は
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
戦
後
目
本
資
本
主
義
に
お
げ
る
歴
史
的

な
位
置
づ
げ
を
行
う
こ
と
に
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
税
制
研
究
に
お
い
て
は
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
後
の
目
本
税

制
の
展
開
を
、
シ
ャ
ゥ
プ
勧
告
そ
の
も
の
の
崩
壊
過
程
と
す
る
見
解
が

支
配
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
林
栄
夫
氏
は
次
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
こ
の
よ
う
た
装
置
（
貸
倒
準
備
金
た
ど
…
…
筆
者
）
を
税
制
に
い
れ
て
お

　
き
た
が
ら
、
一
方
で
は
次
か
ら
次
へ
と
各
種
の
準
備
金
・
引
当
金
な
ど
の
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五
（
七
八
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

を
創
設
し
て
法
人
課
税
所
得
過
小
算
出
の
機
構
を
つ
く
り
あ
げ
、
他
方
で
は
二

八
年
に
有
価
証
券
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
課
税
を
廃
止
し
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
で
は
個
人
所
得
は
形
式
的
に
。
も
捕
捉
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
…
…
個
人
所
得
の
総
合
累
進
課
税
は
、
そ
の
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

底
に
お
い
て
崩
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
わ
た
げ
れ
ぱ
な
ら
た
い
。
」

　
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
論
理
一
貫
性
を
付
与
し
て
い
る
法
人
擬
制
説
論
理

と
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
全
額
課
税
に
よ
る
内
部
留
保
捕
捉
の
論
理
は
、

「
勧
告
」
の
現
実
化
の
中
で
変
化
し
て
ゆ
き
、
一
九
五
三
年
の
キ
ャ
ピ

タ
ル
・
ゲ
ィ
ソ
課
税
の
廃
止
に
よ
っ
て
、
大
き
く
変
形
さ
せ
ら
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
課
税
は
、
損
金
概
念
拡
大

を
主
内
容
と
す
る
損
益
計
算
白
由
化
の
論
理
的
根
拠
を
与
え
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
根
拠
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
貸
倒
備
準
金
の
創
設
を
は

じ
め
、
特
別
減
価
償
却
・
価
格
変
動
準
備
金
・
退
職
給
与
引
当
金
等
の

導
入
を
可
能
な
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
資
本
蓄
積
と

の
係
り
で
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
を
論
じ
る
場
合
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
全

額
課
税
に
つ
い
て
、
損
金
概
念
の
拡
大
を
通
じ
る
企
業
減
税
措
置
の
導

入
の
根
拠
と
な
っ
た
こ
と
に
意
義
を
認
め
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
　
「
勧

告
」
に
お
い
て
導
入
さ
れ
た
損
益
計
算
を
通
じ
る
減
税
措
置
が
、
そ
の

後
の
資
本
蓄
積
の
発
展
の
中
で
拡
大
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
こ
そ
、
シ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
六
（
七
九
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

ウ
プ
勧
告
の
意
義
を
認
め
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
勧
告
」
に
お
げ
る
資
本
蓄
積
促
進
税
制
の
も
う
一
っ
の
措
置
は
、

法
人
擬
制
説
に
よ
っ
て
根
拠
づ
げ
ら
れ
た
大
ざ
っ
ぱ
な
低
率
法
人
課
税

で
あ
る
が
、
こ
の
低
法
人
税
率
も
、
　
「
高
度
成
長
」
期
に
は
、
重
化
学

工
業
資
本
の
強
蓄
積
の
中
で
、
一
層
発
展
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
３
）

　
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
論
理
構
造
と
具
体
的
な

資
本
蓄
積
と
の
係
り
を
統
一
的
に
把
握
す
る
と
い
う
視
角
か
ら
、
当
時

の
具
体
的
な
資
本
蓄
積
の
特
徴
を
分
析
し
、
そ
れ
に
規
定
さ
れ
た
も
の

と
し
て
「
勧
告
」
に
お
げ
る
資
本
蓄
積
促
進
税
制
を
論
じ
た
。
そ
こ
で

明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
は
、
資
産
再
評
価
、
修
繕
費
の
経
理
区
分
、
棚

卸
資
産
会
計
の
自
由
化
・
貸
倒
準
備
金
の
創
設
の
い
ず
れ
も
が
、
当
時

の
蓄
本
蓄
積
の
条
件
か
ら
す
れ
ぱ
、
き
わ
め
て
資
本
蓄
積
を
促
進
す
る

も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
同
時
に
、
利
益
率
が
低
く
、
投
資
水
準

の
低
い
当
時
の
資
本
蓄
積
の
も
と
で
は
、
損
金
概
念
の
拡
大
に
よ
る
内

部
留
保
拡
充
の
措
置
は
、
ま
だ
端
緒
を
な
す
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
本
稿
は
い
わ
ぱ
そ
の
続
編
を
た
す
も
の
で
あ
っ
て
、
端
緒
に
す
ぎ
な

い
と
し
て
も
、
一
応
の
確
立
を
み
た
低
法
人
税
率
と
損
益
計
算
を
通
じ

る
減
税
措
置
が
、
朝
鮮
特
需
期
を
経
て
「
高
度
成
長
」
期
に
い
た
っ
て
、



ど
の
よ
う
に
変
化
し
発
展
さ
せ
ら
れ
た
か
を
解
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
際
に
、
方
法
論
上
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

税
制
を
単
な
る
税
制
彩
態
の
展
開
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
た
く
、
朝

鮮
特
需
期
お
よ
び
「
高
度
成
長
」
期
の
具
体
的
な
目
本
資
本
主
義
の
特

徴
を
把
握
し
、
そ
れ
と
の
係
り
で
税
制
の
発
展
を
考
察
し
な
げ
れ
ぼ
な

レ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
特
定
の
国
に
お
け
る
一
定
の
歴
史

的
段
階
で
の
税
制
は
、
具
体
的
な
資
本
蓄
積
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
り
、
具
体
的
な
資
本
主
義
の
発
展
と
の
係
り
で
把
握
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
税
制
彬
態
は
、
静
態
に
お
い
て
で
は
な
く
、
動
態
に

お
い
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
林
栄
夫
著
『
戦
後
日
本
の
租
税
構
造
』
一
九
五
八
年
二
一
月
発
行
、

　
　
　
三
七
五
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
２
）
朝
鮮
特
需
期
に
お
け
る
税
制
の
展
開
を
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
発
展
過
程

　
　
　
と
し
て
と
ら
え
た
最
初
の
論
者
は
加
藤
睦
夫
氏
で
あ
る
。
　
（
加
藤
睦
夫

　
　
　
「
租
税
」
、
島
恭
彦
・
林
栄
夫
編
『
財
政
学
講
座
』
第
三
巻
所
収
を
参
照

　
　
　
さ
れ
た
い
。
）

　
　
　
　
そ
の
後
、
こ
の
見
解
を
引
き
継
い
で
い
る
論
者
と
し
て
和
田
八
束
氏

　
　
　
（
『
現
代
租
税
論
』
一
九
七
〇
年
発
行
）
と
遠
藤
宏
一
氏
（
「
戦
後
目
本
の

　
　
　
企
業
課
税
間
題
－
法
人
所
得
課
税
と
租
税
特
別
措
置
１
」
『
金
沢
大
学

　
　
　
経
済
論
集
』
第
九
号
、
一
九
七
三
年
三
月
発
行
所
収
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
　
（
３
）
拙
稿
「
ツ
ヤ
ウ
ブ
勧
告
と
戦
後
目
本
の
資
本
蓄
積
」
『
立
命
館
経
済

　
　
　
学
』
第
二
五
巻
第
二
・
三
号
所
収
。

　
　
　
　
目
本
資
本
主
義
の
発
展
と
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
（
藤
岡
）

　
　
第
一
章
資
本
蓄
積
税
制
と
シ
ャ
ウ
プ
勧
告

第
一
節
損
益
計
算
を
通
じ
る
減
税
措
置
の
導
入

　
一
貫
し
た
論
理
構
造
を
基
礎
と
し
て
彩
成
さ
れ
た
シ
ャ
ゥ
プ
勧
告
の

資
本
蓄
積
促
進
税
制
は
、
第
一
に
、
低
法
人
税
率
、
第
二
に
、
損
益
計

算
を
通
じ
る
損
金
概
念
の
拡
大
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
歴
史
的
な
意
義

を
明
ら
か
に
す
る
前
提
と
し
て
、
損
益
計
算
白
由
化
の
措
置
が
導
入
さ

れ
た
過
程
に
つ
い
て
粗
描
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
損
益
計
算
自
由
化
の
本
質
が
、
損
益
概
念
の
拡
大
に
あ
る
こ
と
は
、

修
繕
費
の
経
理
区
分
・
棚
卸
資
産
経
理
の
白
由
化
・
貸
倒
準
備
金
に
１
つ

い
て
す
で
に
考
察
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
は
、

シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
よ
っ
て
、
損
益
概
念
の
拡
大
を
主
内
容
と
す
る
経
理

方
法
の
白
由
化
の
措
置
が
日
本
税
制
に
導
入
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。　

そ
れ
ま
で
の
税
体
系
に
お
い
て
は
、
所
得
税
法
・
法
人
税
法
に
は
、

課
税
の
基
本
で
あ
る
所
得
金
額
が
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
控
除
し

た
金
額
と
し
て
大
ざ
っ
ぱ
に
規
定
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
総
益
金
．
総
損

金
の
個
々
の
具
体
的
な
定
義
・
解
釈
に
つ
い
て
は
、
い
わ
浄
る
通
牒
と

し
て
内
規
で
厳
密
に
定
め
ら
れ
、
　
「
秘
」
の
取
扱
い
を
さ
れ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七
（
七
九
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

そ
の
た
め
、
課
税
士
の
争
い
が
絶
え
ず
、
争
い
は
水
か
げ
論
と
な
る
こ

と
が
多
く
、
取
引
的
た
交
渉
で
事
柄
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

そ
こ
で
の
解
釈
と
し
て
、
一
九
五
〇
年
度
の
改
革
に
お
い
て
、
シ
ャ
ウ

プ
勧
告
に
基
づ
い
て
、
棚
卸
資
産
の
経
理
方
法
、
減
価
償
却
方
法
、
貸

倒
準
備
金
制
度
た
ど
、
所
得
の
計
算
に
重
要
な
関
係
の
あ
る
諸
点
を
法

律
ま
た
は
命
令
に
は
っ
き
り
と
規
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

そ
れ
と
と
も
に
、
、
通
牒
も
一
般
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
た
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
税
法
上
に
お
げ
る
変
化
の
中
で
、
実
際
の
経
理
方
法
に

っ
い
て
の
規
定
も
大
き
く
変
化
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
通
牒
や
内
規
と

い
う
形
で
は
あ
っ
た
が
、
棚
卸
資
金
の
経
理
方
法
に
つ
い
て
は
加
重
平

均
法
に
限
る
と
か
、
ま
た
不
確
定
な
未
来
費
用
の
引
当
金
を
全
く
認
め

な
い
な
ど
の
よ
う
に
、
経
理
方
法
は
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
が
、
勧
告
に
お
い
て
、
経
理
方
法
の
自
由
選
択
が
み
と
め
ら
れ
、

ま
た
未
来
費
用
の
引
当
て
も
一
定
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
損
益
計
算
を
通
じ
る
資
本
蓄
積
の
促
進
は
、
低
い
定
率
課
税
の
勧
告

と
と
も
に
、
シ
ャ
ゥ
プ
勧
告
に
お
げ
る
論
理
体
系
と
過
酷
な
大
衆
課
税

と
い
う
現
実
的
基
盤
の
上
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

に
お
げ
る
資
本
主
義
の
発
展
の
中
で
、
損
金
概
念
拡
大
の
措
置
は
一
層

発
展
さ
畦
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
八
（
七
九
二
）

　
重
要
な
こ
と
は
、
資
本
蓄
積
促
進
税
制
の
そ
の
後
の
発
展
を
可
能
に

し
た
の
が
、
　
「
勧
告
」
に
１
よ
っ
て
日
本
税
制
に
導
入
さ
れ
た
経
理
方
法

自
由
化
の
措
置
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
だ
が
こ
の
こ
と
が
可
能
に
な
る
た
め
に
は
、
利
益
率
の
一
定
の
上
昇

が
何
よ
り
も
不
可
欠
で
あ
っ
て
、
赤
字
企
業
が
数
多
く
存
在
し
、
復
興

金
融
公
庫
が
も
っ
ぱ
ら
赤
字
融
資
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
は
、
損
金
を

拡
充
し
て
も
赤
字
が
増
大
す
る
一
方
で
あ
り
、
損
金
概
念
の
拡
大
そ
の

も
の
が
無
意
味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
四
九
年
め
ド
ッ
ジ
ニ
フ

イ
ソ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
そ
の
後
の
目
本
資
本
主
義
の
発
展
か
ら
す

れ
ぱ
、
い
ま
だ
端
緒
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、
拡
大
再

生
産
そ
の
も
の
の
崩
壊
　
危
機
を
脱
却
し
、
鉱
工
業
生
産
が
一
定
増
大

し
、
一
定
の
利
益
率
の
確
保
が
杜
会
的
に
可
能
に
な
っ
た
こ
一
と
を
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
１
）
松
隈
秀
雄
監
修
、
日
本
租
税
研
究
協
会
著
『
戦
後
目
本
の
税
制
』
七

　
　
　
七
～
七
八
ぺ
ー
ジ
参
照
。

第
二
節
日
本
資
本
主
義
の
発
展
と
資
本
蓄
積
促
進
税
制

　
大
衆
課
税
の
強
化
と
い
う
現
実
的
基
盤
と
、
一
貫
し
た
論
理
体
系
に

よ
っ
て
、
税
率
お
よ
び
損
益
計
算
機
構
を
通
じ
る
資
本
蓄
積
促
進
の
措



置
が
、
　
「
勧
告
」
に
お
い
て
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
っ
の
方

法
は
、
そ
の
後
の
日
本
資
本
主
義
の
発
展
過
程
に
お
け
る
企
業
税
制
の

あ
り
方
を
基
本
的
に
規
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
勧
告
で
は
、
そ
の
具
体
的
な
形
態
と
し
て
、
三
五
劣
の
低
法
人
税
率

　
（
住
民
税
の
非
課
税
を
も
ふ
く
む
）
と
、
棚
卸
資
産
の
経
理
の
白
由
化
．

修
繕
－
費
の
経
理
区
分
・
貸
倒
準
傭
金
の
創
設
な
ど
の
損
益
計
算
機
構
を

通
じ
る
減
税
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
彬
態
は
、
そ
の
後
の

目
本
資
本
主
義
の
発
展
の
中
で
、
維
持
さ
れ
、
基
本
的
に
強
化
さ
れ
て

く
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
段
階
で
は
、
全
面
的
な
損
益
計
算
機
構
を
通

じ
る
減
税
の
ま
だ
端
緒
を
な
す
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
、
一
っ
に
は
・

当
時
の
企
業
利
益
率
が
非
常
に
低
位
で
あ
っ
て
、
損
益
計
算
を
通
じ
る

減
税
そ
の
も
の
の
意
味
が
ま
だ
希
薄
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
、

「
合
理
化
」
投
資
な
ど
の
巨
大
固
定
資
本
投
資
が
ま
だ
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、
利
潤
の
資
本
へ
の
再
転
化
に
お
い
て
果
す
べ
き
、
減
税
の
役
割
が

小
さ
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
彩
態
に
－
お
い
て
は
ま
だ
端
緒
で
あ
っ
た
と
し
て
も
・

当
時
の
資
本
蓄
稜
の
水
準
か
ら
す
れ
ぼ
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
に
対
応
し
た

積
極
的
な
資
本
蓄
積
促
進
措
置
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
勧
告
に

お
い
て
当
時
の
資
本
蓄
稜
に
対
応
し
た
損
益
計
算
機
構
を
通
じ
る
資
本

　
　
　
　
日
本
資
本
主
義
の
発
展
と
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
（
藤
岡
）

蓄
積
促
進
措
置
が
と
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
後
の
日
本
資
本
主

義
の
発
展
の
中
で
、
そ
れ
に
対
応
し
て
そ
の
彩
態
が
発
展
さ
せ
ら
れ
る

契
機
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　
企
業
滅
税
の
二
つ
の
方
法
は
、
朝
鮮
特
需
期
を
へ
て
、
「
高
度
成
長
」

期
の
中
で
、
そ
の
資
本
蓄
積
の
発
展
に
相
応
し
て
そ
の
形
態
が
変
化
・

発
展
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
〇
年
代
前
半
に
・
お
い
て
は
、
全
体
と
し
て
、
税
率
は
四
二
劣

と
「
勧
告
」
に
示
さ
れ
て
い
る
三
五
劣
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

他
方
で
、
特
別
減
価
償
却
．
諾
引
当
金
の
創
設
な
ど
の
損
益
計
算
機
構

を
通
じ
る
減
税
措
置
が
強
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
・
政
策

的
に
重
視
さ
れ
て
き
た
鉄
鋼
業
な
ど
の
重
工
業
資
本
の
利
益
率
が
繊
維

工
業
な
ど
の
非
重
工
業
資
本
に
比
べ
て
低
く
、
し
た
が
っ
て
重
工
業
を

よ
り
重
点
的
に
減
税
す
る
た
め
に
は
、
税
率
で
は
な
く
、
特
定
項
目
が

指
定
さ
れ
て
い
る
損
益
計
算
機
構
に
よ
る
減
税
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
、
損
益
計
算
機
構
を
通
じ
る
減
税
が
・

一
定
整
理
合
理
化
さ
れ
、
同
時
に
、
税
率
が
支
払
配
当
に
対
す
る
低
率

課
税
を
も
含
め
て
、
漸
次
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
・
税
率
引

き
下
げ
が
「
高
度
成
長
」
下
の
減
税
措
置
の
主
要
な
形
態
の
一
っ
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九
（
七
九
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
．
六
合
併
号
）

っ
た
◎
一
九
五
五
年
以
降
、
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
が
進
む
た
か

で
・
重
化
学
工
業
資
本
そ
の
も
の
の
高
利
潤
の
体
制
が
彩
成
さ
れ
、
そ

の
こ
と
に
よ
っ
て
、
税
率
引
き
下
げ
を
通
じ
る
重
化
学
工
業
資
本
に
対

す
る
相
対
的
に
大
き
た
減
税
が
可
能
と
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
・
損
益
計
算
機
構
を
通
じ
る
減
税
措
置
が
整
理
合
理
化
さ

れ
る
の
み
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
固
定
資
本
の
耐
用
年
数
の
短
縮

と
い
う
彬
で
実
質
的
な
減
税
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
一
九
六
二
年

に
は
・
輸
出
所
得
控
除
が
ダ
ソ
ピ
ソ
グ
に
な
る
た
め
に
、
そ
れ
に
か
わ

っ
て
輸
出
割
増
償
却
が
創
設
さ
れ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
、
一
九
五
六

．
七
年
に
引
当
金
の
繰
り
入
れ
率
が
縮
小
さ
れ
た
後
は
、
繰
り
入
れ
額

に
お
い
て
著
し
く
増
大
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
「
高
度
成
長
」
期
に
お
け
る
税
率
の
可
及
的
引
下
げ
は
、
重
点
産
業

で
あ
る
素
材
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
の
結
果
と
し
て
、
そ
の
利
益

率
が
他
の
諸
産
業
よ
り
も
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
他

方
で
は
・
税
制
そ
の
も
の
の
問
題
と
し
て
、
全
体
の
利
益
率
の
急
上
昇

の
結
果
、
　
「
自
然
増
収
」
が
確
立
し
た
こ
と
も
一
因
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
・
税
率
の
可
及
的
引
下
げ
が
ま
た
、
一
層
大
き
た
利
潤
を
生
む
資
本

へ
そ
の
減
税
分
を
転
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
　
「
自
然
増
収
」
を
さ

ら
に
増
大
さ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
彫
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇
（
七
九
四
）

　
一
九
六
一
年
に
創
設
さ
れ
た
支
払
配
当
に
対
す
る
法
人
税
の
軽
課
措

置
は
・
目
本
の
企
業
の
自
已
資
本
比
率
が
約
三
〇
％
で
あ
り
、
戦
前
に

比
し
て
著
し
く
低
下
し
て
い
る
と
い
う
状
況
の
も
と
で
、
自
己
資
本
充

実
の
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
法
人
擬
制
税
の
立
て
前
か
ら

株
主
の
配
当
控
除
が
二
〇
％
か
ら
一
五
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
結
果
、

株
式
投
資
を
必
ず
し
も
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
た
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、

単
に
・
法
人
税
率
を
一
都
引
き
下
げ
た
と
い
う
む
の
に
他
な
ら
な
か
っ

た
。
　
こ
の
よ
う
に
、
諸
々
の
形
態
を
と
り
た
が
ら
も
、
低
法
人
税
率
と
損

益
計
算
を
通
じ
る
減
税
の
両
措
置
は
、
　
「
高
度
成
長
」
期
に
お
い
て
、

一
層
強
化
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
　
第
三
節
勧
告
に
お
げ
る
論
理
体
系

　
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
お
げ
る
資
本
蓄
積
促
進
税
制
は
、
そ
の
後
の
目
本

資
本
主
義
の
発
展
の
中
で
拡
大
さ
せ
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の

税
制
を
根
拠
づ
け
た
「
勧
告
」
に
お
け
る
論
理
体
系
が
ど
の
よ
う
に
変

容
す
る
か
を
、
こ
こ
で
必
要
た
限
り
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
か
た

げ
れ
ば
た
ら
な
い
。

　
「
勧
告
」
に
お
い
て
、
法
人
擬
制
税
と
キ
ャ
ピ
タ
ル
．
ゲ
イ
ソ
全
額



課
税
に
よ
っ
て
、
個
人
所
得
税
と
法
人
税
と
の
関
係
が
首
尾
一
貫
し
た

も
の
と
し
て
形
成
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
所
得
に
対
す
る
総
合
累
進
課

税
が
完
成
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
同
時
に
、
損
金
概
念
の
拡

大
と
低
い
定
法
人
税
率
を
根
拠
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
損
金
概
念
の
拡
大
に
よ
る
減
税
措
置
を
直
接
に
根
拠
づ
け
て
い
る
キ

ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
課
税
に
つ
い
て
、
　
「
勧
告
」
で
は
次
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
ィ
ソ
が
全
額
課
税
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
ま
た
減
価
償
却
・

　
修
繕
お
よ
び
棚
卸
資
産
の
記
帳
が
た
さ
れ
て
い
る
全
資
産
の
べ
ー
ス
に
対
し
て

　
適
当
な
調
整
が
な
さ
れ
て
お
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
点
に
お
け
る
経
理
方
法
の
変
更

　
は
、
所
得
申
告
時
期
を
変
え
る
だ
げ
で
あ
っ
て
、
決
し
て
総
額
を
変
化
さ
せ
る

　
も
の
で
は
た
い
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
一
定
の
幅
が
、
こ

　
れ
ら
の
項
目
の
経
理
方
法
に
お
い
て
は
認
め
ら
れ
て
も
よ
い
。
も
し
も
キ
ャ
ピ

　
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
全
額
課
税
さ
れ
た
い
た
ら
ぱ
、
こ
れ
ら
の
事
項
に
。
た
い
す
る
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
限
は
、
は
る
か
に
厳
格
に
し
た
け
れ
ぱ
た
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
」

　
損
金
概
念
の
拡
大
は
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
課
税
が
内
都
留
保
を

捕
捉
で
き
る
と
い
う
論
理
（
実
は
虚
構
）
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
　
「
勧
告
」
に
よ
れ
ぱ
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
・
ゲ
イ
ソ
が

全
額
課
税
さ
れ
て
い
る
限
り
、
そ
れ
は
所
得
申
告
時
期
の
変
更
に
す
ぎ

　
　
　
　
日
本
資
本
主
義
の
発
展
と
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
（
藤
岡
）

な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
朝
鮮
特
需
期
に
お
い
て
創
設
さ
れ
た

特
別
償
却
・
諸
引
当
金
に
よ
る
内
部
留
保
増
大
分
も
、
有
価
証
券
の
キ

ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
が
全
額
課
税
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
所
得
申
告
時

期
の
変
更
は
あ
っ
て
も
、
基
本
的
に
は
捕
捉
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
。

　
間
題
は
、
こ
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
課
税
の
も
つ
歴
史
的
た
意
義

で
あ
る
。
結
論
を
先
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
こ
の
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ

課
税
は
、
そ
の
後
の
日
本
資
本
主
義
の
発
展
の
中
で
大
き
な
資
本
蓄
積

促
進
の
意
義
を
有
す
る
、
損
金
概
念
拡
大
の
措
置
を
導
入
す
る
た
め
の

理
論
的
根
拠
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
損
金
概
念
の
拡
大
を
通
じ
る
減
税
措
置
は
、
ま
ず
、
　
「
勧
告
」
に
お

い
て
、
修
繕
費
の
経
理
区
分
・
棚
卸
資
産
経
理
の
自
由
化
・
貸
倒
準
備

金
の
創
設
と
い
う
形
で
出
さ
れ
て
き
て
お
り
、
さ
ら
に
、
一
九
五
一
年

度
の
補
正
予
算
に
と
も
な
う
税
制
改
訂
と
一
九
五
二
年
度
の
改
訂
に
お

い
て
、
三
年
問
五
割
増
償
却
・
初
年
度
半
額
の
特
別
償
却
・
価
格
変
動

準
備
金
・
退
職
給
与
引
当
金
と
い
う
彩
で
創
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
損
金
概
念
拡
大
の
措
置
は
、
そ
の
後
の
「
高
度
成
長
」
期
に
お
げ
る

損
金
概
念
拡
大
の
措
置
の
ほ
ぽ
全
体
を
網
羅
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、

戦
後
目
本
の
企
業
減
税
の
一
つ
の
方
法
で
あ
る
損
金
概
念
の
拡
大
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
一
（
七
九
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

い
て
は
、
一
九
四
九
年
度
～
五
二
年
度
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
出
揃
っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
全

額
課
税
（
有
価
証
券
）
が
廃
止
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
措
置
が
全
面
的
に

出
揃
っ
た
後
の
一
九
五
三
年
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
キ
ャ
ピ
タ
ル

・
ゲ
イ
ソ
課
税
は
戦
後
目
本
の
企
業
減
税
方
法
の
一
つ
の
柱
で
あ
る
損

金
概
念
拡
大
の
全
面
的
導
入
の
根
拠
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
課
税
の
意
義
を
考
え
る
な
ら
ぱ
、

そ
の
廃
止
白
体
に
大
き
な
意
義
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
む
し
ろ
、

損
金
概
念
拡
大
を
通
じ
る
減
税
措
置
の
全
面
的
導
入
の
根
拠
と
な
り
、

そ
の
措
置
が
そ
の
後
の
日
本
資
本
主
義
の
発
展
の
中
で
、
資
本
蓄
積
に

と
っ
て
よ
り
大
き
な
意
味
を
も
っ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
こ
そ
が
、
強
調

さ
れ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
次
に
－
、
低
法
人
税
率
を
根
拠
づ
け
て
い
る
法
人
擬
制
税
は
、
キ
ャ
ピ

タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
全
額
課
税
の
廃
止
に
ー
よ
っ
て
、
徹
底
し
た
も
の
で
は
な

く
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
　
「
高
度
成
長
」
期
に
お
い
て
も
、
法
人
税
率

と
受
取
配
当
控
除
な
ら
び
に
法
人
間
受
取
配
当
益
金
不
算
入
の
制
度
の

相
互
関
係
に
関
す
る
隈
り
、
基
本
的
に
は
貫
ぬ
か
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
支
払
配
当
軽
課
措
置
に
っ
い
て
も
、
後
に
詳
し
く
述
べ
る
よ
う

に
、
法
人
疑
制
説
に
よ
る
税
率
引
下
げ
の
一
彩
態
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
ニ
（
七
九
六
）

（
１
）
　
、
射
召
ｏ
斗
８
－
占
彗
易
ｏ
弓
翼
與
一
｛
冒
耳
艘
ｏ
ｏ
ｏ
ぎ
毛
峯
家
｝
８
、
一

　
く
Ｏ
二
－
り
．
崖
Ｏ
～
崖
Ｈ
．

　
　
第
二
章
朝
鮮
特
需
期
と
資
本
蓄
積
税
制

第
一
節
朝
鮮
特
需
期
に
お
げ
る
資
本
蓄
積

　
勧
告
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た
企
業
減
税
の
移
態
、
特
に
費
用
概
念
の

拡
大
を
本
質
と
す
る
損
益
計
算
の
自
由
化
Ｄ
措
置
が
、
い
か
に
、
朝
鮮

特
需
期
に
お
い
て
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
た
め
に
、
朝

鮮
特
需
期
の
具
体
的
な
資
本
蓄
積
を
考
察
し
な
け
れ
ば
た
ら
た
い
。

　
戦
後
目
本
資
本
主
義
は
、
朝
鮮
特
需
を
契
機
と
し
て
著
し
く
発
展
し
、

鉱
工
業
生
産
は
一
九
五
五
年
に
戦
前
、
戦
中
を
通
じ
る
最
高
水
準
を
突

破
す
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
期
の
資
本
蓄
積
は
、
全
体
と
し

て
、
繊
維
工
業
な
ど
の
非
重
工
業
都
門
中
心
で
あ
っ
て
、
重
工
業
部
門

で
は
、
財
政
・
金
融
等
の
政
府
の
政
策
の
も
と
に
独
占
移
成
が
行
わ
れ
、

一
九
五
五
年
以
降
の
本
格
的
な
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
の
た
め
の

基
盤
が
捗
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
期
の
資
本
蓄
積
の
特
徴
に
つ
い
て
、
特
に
、
利
益
率
と
総
資
本

投
資
を
中
心
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
表
皿
１
１
か
ら
使
用
総
資
本
利
益
率
に
つ
い
て
理
舘
一
で
き
る
こ
と
は
、



移
）
推
脇
の率益利本資総用使１

１
１表

て
も
、
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４

６

９
０
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５
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２
７
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３
２
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６
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■

綿
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６
９
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５

２
３

９
０

２

鋼
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３
．

２
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鉄
１期
期
下
上
年
年

９
　
０
　
１
↓
　
２
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５
４
　
「
ｏ
　
Ｅ
ｏ
　
５
　
５
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」
ｏ
　
〔
Ｕ

Ｏ
）
　
Ｏ
Ｊ
　
Ｏ
Ｕ
　
Ｏ
Ｊ
　
Ｏ
ｕ
　
Ｏ
Ｊ
　
Ｏ
Ｕ
１
・
一
　
１
■
　
１
　
１
↓
　
１
１
　
１
■
　
１
■

　
本
経
　
　
　
画

鱗
潔

期
使
報
　
済

当
驚
蟹

一
一
次
　
　
』
白

率
年
　
書
済

益
『
　
白
経

利
年
）
済
ｒ

本
５
２
部
経
年

資
　
，
本
『
５
７
り

総
年
定
年
，
よ

用
５
１
安
５
４
５
６
）

使
１
９
済
１
９
１
９
庁

１
）
２
）

唯
唯

第
一
に
、

全
体
と
し

て
、
一
九

四
九
年
水

準
の
利
益

率
に
比
べ

て
、
鉄
鋼

業
に
お
い

　
　
　
ま
た
綿
紡
績
業
に
お
い
て
も
、
一
九
五
一
～
五
五
年
の
方
が
利

益
率
が
著
し
く
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
鉄
鋼
業
で
は
、
朝
鮮
戦
争

の
直
接
の
影
響
の
も
と
に
、
一
九
五
一
年
に
は
利
益
率
が
九
・
六
％
に

上
昇
し
た
後
、
一
九
五
四
・
五
五
年
を
除
け
ぼ
三
・
二
～
九
・
六
％
を

維
持
し
、
一
九
四
九
年
の
二
・
一
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た

繊
維
工
業
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
繊
維
工
業
に
お

い
て
一
九
四
九
年
の
利
益
率
が
九
・
二
％
と
高
い
の
は
、
再
評
価
未
実

施
の
企
業
が
多
い
た
め
で
あ
っ
て
、
実
際
に
は
こ
れ
よ
り
著
し
く
低
い

利
益
率
で
あ
っ
た
と
言
わ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
に
、
、
朝
鮮
特
需
は
、
鉄
鋼
・
機
械
の
よ
う
な
生
産
財
部
門
に
お

い
て
も
大
き
な
需
要
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
が
、
繊
維
工
業
な
ど
の

　
　
　
　
目
本
資
本
主
義
の
発
展
と
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
（
藤
岡
）

消
費
財
部
門
に
お
い
て
よ
り
一
層
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
上
期
の
繊
維
工
業
の
使
用
総
資
本
利
益
率
は

二
〇
・
四
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
鉄
鋼
業
に
お
い
て
は
三
・
九
％
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
一
九
五
五
年
に
い
た
る
ま
で
こ
の
状
態
は

続
く
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
使
用
総
資
本
利
益
率
は
繊
維
工
業
の
方
が
高
い
が
ゆ

え
に
、
利
潤
の
資
本
へ
の
再
転
化
で
あ
る
投
資
に
つ
い
て
も
、
そ
の
額

に
お
い
て
繊
維
工
業
の
方
が
上
回
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
現
実

　
剛
移
傭推

の額資投総と金益禾期当↓
１
１表

業

額資

（
０
１
１
８
（
ｏ
（
ｏ

投
４
４
つ
、
Ｕ
一
１
４

「
Ｏ
ｏ
０
１

工
総
１

俸
糸

期
金

６
一
Ｌ
Ｕ
４

２

６

益
Ｏ
Ｊ
９
山
Ｏ
）
０
）
ｏ
Ｏ

繊

１
上
１
↓
２

１

当
利

額資

（
ｏ
（
ｏ
ｏ
◎
１
９

業

１
１
８
Ｑ
ｏ

１
１
一
４

投

４
３
３
一
２

鋼
総
、

１

期
金

４
り
ん
ｏ
Ｊ

８

７

鉄

益

当
利

年

１
↓
２
ｏ
ｏ
４
５
Ｅ
Ｏ
Ｆ
〇
一
Ｌ
り
【
一
）
Ｅ
Ｏ

９
１

　
及
　
途
　
使
　
の
　
金
　
資
る

　
「
あ

　
』
で

む
析
字

合
分
数

も
の
の

を
営
期

金
経
下

当
業
度

引
企
年

諸
『
各

は
所
り

に
究
よ

金
研
表

益
済
」

利
経
泉

期
菱
源

当
三
び

）注（

の
投
資
額
を
み
る
と
そ

の
逆
で
あ
る
。
表
皿
－

２
は
、
鉄
鋼
業
と
繊
維

工
業
に
お
げ
る
当
期
利

益
金
と
総
投
資
額
の
推

移
を
比
べ
た
も
の
で
あ

る
が
、
当
期
利
益
金
に

お
い
て
は
、
一
九
五
一

年
か
ら
一
九
五
五
年
ま

で
ど
の
年
を
と
っ
て
も

繊
維
工
業
の
方
が
多
額

一
六
三
（
七
九
七
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

に
の
ぽ
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
総
投
資
額
で
は
、
一
九
五
一
年
、
五

二
年
、
五
五
年
に
鉄
鋼
業
の
投
資
額
が
繊
維
工
業
の
そ
れ
を
上
回
り
、

全
体
と
し
て
、
鉄
鋼
業
の
方
が
多
額
に
の
ぼ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
い
う
ま
で
も
た
く
、
資
本
主
義
的
競
争
に
お
い
て
は
、
利
潤
率
の
高

い
部
門
が
発
展
す
る
の
で
あ
る
が
、
投
資
に
お
い
て
鉄
鋼
業
が
繊
維
工

業
よ
り
も
多
額
に
の
ぼ
る
と
い
う
こ
と
は
、
外
部
資
金
、
と
り
わ
げ
こ

の
時
期
に
お
い
て
は
、
政
府
関
係
機
関
に
よ
る
投
資
が
鉄
鋼
業
な
ど
の

素
材
部
門
に
優
先
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
１
よ
る
の
で
あ
る
。
重
化
学
工

業
資
本
の
利
潤
率
が
低
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
状
況
の
も
と
で
は
、
ま

ず
政
府
に
よ
る
独
占
彬
成
が
実
現
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
は
じ
め
て
、
急

速
な
重
化
学
工
業
の
発
展
が
進
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
目
本
開
発
銀
行
に
よ
る
一
九
五
一
年
か
ら
五
三
年
ま
で
の
四
重
点
産

業
に
対
す
る
融
資
額
は
一
一
七
四
億
円
に
達
し
、
四
部
門
の
設
備
投
資

総
額
六
五
五
〇
億
円
の
一
八
％
を
占
め
、
ま
た
開
銀
融
資
総
額
の
八
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

％
を
占
め
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
鉄
鋼
に
対
す
る
融
資
も
、
表
皿
１
３
に

示
す
通
り
、
全
体
の
一
〇
％
近
く
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

『
目
本
開
発
銀
行
十
年
史
』
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
二
四
年
一
一
月
設
置
さ
れ
た
産
業
合
理
化
審
議
会
も
二
五
年
八
月
に
『
鉄

　
鋼
業
及
び
石
炭
鉱
業
の
合
理
化
施
策
』
を
決
定
し
た
の
に
っ
づ
ぎ
、
二
六
年
二

一
六
四
（
七
九
八
）

　
）
　
％
資
・
投
朋
業
０

産
ｏ
刀点重大四るよに銀開↓Ｈ表

十
一
言
口

７
　
８
　
８
３
　
６
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ｏ
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８
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・
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Ｆ
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３
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７
　
４

２
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４
．

５
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・
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，

，

，

，

，

一
」
Ｕ
　
ｎ
ｚ
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１
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３
　
４
　
３
　
９

１

１

４
　
り
ん

７
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８
　
１
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６
　
５
６
　
４
　
７
　
２
　
０
　
０

１
１

６
　
４
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２
　
８
　
２ １
０

２
５
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７
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５
　
８
　
９

１
７
，

４
一

３
・
３
・

８
一

，

，

，

，

，

，

３
　
１
↓
　
１
・
一

９
一
〇
（
ｏ
　
３

〇
一
〇

４
　
５
　
５
３
９
２
２
４

１

１

１

ｎ
Ｚ
　
１
↓

１
度

７

７

５

６

５

１
、
６

９

９５
７
一

１

４６
２
一

１
０

年
１

５
　
０
　
０
　
１
　
８
　
１

４
，

７
，

６
，

１
，

８
，

７
，

９
５
，

１
一
２
一

５
一
７
一

１
↓
　
９
＾
　
１
・
一
　
１
・
一
　
戸
ｏ
　
３

〇
一
〇

２
　
４
　
３
　
３
　
３
　
６
　
　
　
　
１

０
２

１

５
９
１

１

１

１

力
運
鋼
炭
計
麟

計

力
運
鋼
炭
計
麟

計

般

般

電
海
鉄
石
小
一

合

電
海
鉄
石
小
一

合

りよ
７
ーレ』史年

１
０行銀発開本叩勘

（

月
に
は
、
『
わ
が
国
産
業
の
合
理
化
方
策
に
っ
い
て
』
の
答
申
を
行
な
い
、
資

本
蓄
積
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
二
四
年
以
降
わ
が
国
産
業
界

は
技
術
向
上
、
機
械
設
備
の
更
新
に
努
め
て
き
た
』
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
繊
維

を
除
く
大
部
分
の
産
業
は
『
資
本
蓄
積
が
貧
困
の
た
め
、
老
朽
設
備
の
近
代
化

に
は
み
る
べ
き
も
の
が
た
い
』
と
い
う
現
状
判
断
か
ら
『
合
理
化
の
遂
行
は
、

そ
れ
を
促
進
す
る
国
家
施
策
の
実
施
と
あ
い
ま
っ
て
は
じ
め
て
可
能
』
と
し
、

政
府
の
重
点
施
策
を
要
望
し
た
。
そ
し
て
設
備
資
金
確
保
に
つ
い
て
は
、
税
法

の
改
正
、
政
府
資
金
の
活
用
、
証
券
市
場
の
育
成
な
ど
の
具
体
案
を
示
し
、
電



　
源
開
発
、
計
画
造
船
、
石
炭
・
鉄
鋼
合
理
化
に
重
点
施
策
を
と
る
よ
う
政
府
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

　
勧
告
し
、
政
府
も
ま
た
そ
の
方
向
に
動
い
た
。
」

　
国
家
施
策
に
よ
っ
て
、
鉄
鋼
業
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

技
術
を
導
入
し
、
技
術
革
新
と
設
備
の
合
理
化
を
行
っ
た
。
こ
の
鉄
鋼

第
一
次
「
合
理
化
」
は
、
特
に
圧
延
工
程
に
お
い
て
著
し
く
、
ス
ト
リ

ッ
プ
ミ
ル
に
代
表
さ
れ
る
自
動
連
続
式
圧
延
機
が
大
量
に
導
入
さ
れ
、

量
産
体
制
、
価
格
競
争
の
強
化
へ
の
第
一
の
ス
テ
ッ
プ
が
踏
み
出
さ
れ

る
こ
と
に
１
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
『
目
本
開
発
銀
行
一
〇
年
史
』
一
九
六
三
年
発
行
、
七
一
べ
ー
ジ
参

　
　
　
照
。

　
　
（
２
）
同
右
、
五
七
ぺ
ー
ジ
。

第
二
節
朝
鮮
特
需
期
に
お
げ
る
企
業
税
制
と
資
本
蓄
積

　
　
　
一
　
特
別
減
価
償
却
制
度

　
一
九
五
〇
年
代
前
半
に
お
い
て
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
基
づ
く
税
制
改

革
以
降
、
最
も
大
撹
模
な
資
本
蓄
積
促
進
の
た
め
の
税
制
改
革
の
行
わ

れ
た
の
は
、
一
九
五
一
年
度
補
正
予
算
に
と
も
な
う
税
制
改
革
と
一
九

五
二
年
度
予
算
に
と
も
な
う
税
制
改
革
に
お
い
て
で
あ
る
。
一
九
五
一

年
度
補
正
予
算
に
ー
と
も
な
う
税
制
改
革
で
、
重
要
機
械
に
対
す
る
三
年

　
　
　
　
日
本
資
本
主
義
の
発
展
と
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
（
藤
岡
）

間
五
割
増
償
却
、
価
格
変
動
準
備
金
、
退
職
給
与
引
当
金
の
創
設
が
行

わ
れ
、
一
九
五
二
年
度
改
革
に
お
い
て
、
特
定
事
業
用
機
械
の
初
年
度

半
額
特
別
償
却
の
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
ま
ず
最
初
に
、
特
別
償
却
制

度
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
当
時
の
資
本
蓄
積
と
の
係
り
で
述
べ
る
こ

と
に
し
よ
う
。

　
戦
後
復
興
期
に
お
け
る
資
本
蓄
積
の
特
徴
の
一
つ
は
、
大
量
の
遊
休

設
備
の
存
在
と
稼
動
及
び
非
稼
動
設
備
の
著
し
い
老
朽
化
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
、
欧
米
諸
国
の
技
術
水
準
に
よ
り
極
め
て
遅
れ
た
機
械
設
備

の
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
老
朽
化
し
た
設
備
を
更
新
近
代
化
し
て
、
生

産
能
率
を
高
め
る
と
と
も
に
費
用
の
切
下
げ
を
は
か
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
講
和
条
約
後
の
国
際
的
競
争
に
向
う
こ
と
が
こ
の
期
の
重
要
な
課
題

と
な
っ
た
。
そ
の
税
制
面
に
お
げ
る
施
策
が
、
一
九
五
一
年
に
設
け
ら

れ
た
重
要
機
械
等
の
三
年
間
五
割
増
特
別
償
却
と
、
一
九
五
二
年
の
企

業
合
理
化
促
進
法
に
基
づ
く
指
定
事
業
用
機
械
に
対
す
る
初
年
度
半
額

の
特
別
償
却
で
あ
っ
た
。
後
者
の
対
象
と
た
る
機
械
設
備
は
、
　
「
三
年

問
五
割
増
償
却
の
対
象
と
さ
れ
た
機
械
以
上
に
、
製
造
工
程
を
『
著
し

く
』
短
縮
し
、
単
位
時
間
に
お
け
る
製
品
の
生
産
高
を
『
著
し
く
』
増

加
し
、
ま
た
製
品
の
品
質
を
『
著
し
く
』
向
上
す
る
効
果
を
有
す
る
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

ぐ
れ
た
機
能
を
有
す
る
も
の
の
み
が
選
択
さ
れ
た
。
」
し
か
も
、
企
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
五
（
七
九
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

合
理
化
促
進
法
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
業
種
は
三
十
二
業
種
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
中
で
も
特
に
金
属
工
業
と
機
械
工
業
に
重
点
が
置
か
れ
て
お

り
、
そ
の
措
置
は
、
利
益
率
が
繊
維
工
業
な
ど
の
部
門
よ
り
も
低
位
で

は
あ
る
が
重
点
的
に
合
理
化
を
促
進
す
る
部
門
に
対
す
る
減
税
措
置
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
こ
の
二
つ
の
特
別
償
却
制
度
の
対
象
と
な
る
機
械
の
取
得
件
教
と
金

額
は
表
皿
１
４
の
通
り
で
あ
り
、
五
年
問
で
あ
わ
せ
て
、
六
三
七
九
件
、

四
一
八
五
億
円
に
達
し
、
一
九
五
四
年
に
は
総
設
備
投
資
額
の
二
丁

　
）
　
円
　
万

況
ｏ
ｏ
状
Ｇ得取械機象対却償男特４

１
１表

額

額

１
０

９
（
Ｕ
ｏ
リ
７
１
０
０

８
４
ｎ
ｚ
０

３
８
４

半

，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，

，

ｏ
◎
０
Ｆ
ｏ
５
２
ｏ
ｏ
２

度

金
１

年

数

５
７
り
＾
５
ｏ
ｕ
４
８
何
６
１
９

初

○
り
Ｆ
ｏ
（
ｏ
７

４
３
，

件

２

１
１
額
Ｅ
Ｏ
Ｏ
〇
一
Ｌ
０

１
↓
Ｏ
）
７
‘
０ １
３

０
ｎ
６
２

増
ｏ

Ｅ
Ｏ
Ｏ
）
ｏ
０
１
■
１
１
一

，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，

，

３
０
，

生
口
５

Ｑ
Ｊ
７
‘
ｏ
）
７
‘
一
ｂ

７
’
一
Ｌ
○

公
Ｕ
一
」
０
＾
Ｏ

金

９
２
３

問

１

年

数
ｑ
Ｕ
（
Ｏ
ｎ
６

ｑ
Ｕ
４１
０

Ｅ
●
７
’

○
リ
ｏ
）
０

３

２
３
７
０
５
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
１
↓
１
１
一

３
０
，

件

４

■

年

計

１

合

りよ
５
８叫』史年

１
０行銀発開本目ｒ）注（

二
％
に
達
し
て
い
る
。

　
初
年
度
半
額
の
特
別

償
却
は
、
言
う
ま
で
も

な
く
機
械
の
取
得
価
格

の
半
額
を
初
年
度
に
輝

価
償
却
し
、
残
り
の
償

却
期
間
に
あ
と
の
半
額

を
配
分
し
て
償
却
す
る

制
度
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、

取
得
価
格
が
九
〇
〇
万

円
で
あ
り
、
償
却
期
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
六
（
八
○
○
）

は
十
年
で
定
額
法
に
よ
り
償
却
す
る
も
の
と
す
る
。
通
常
の
償
却
で
あ

れ
ば
、
毎
年
九
〇
万
円
ず
っ
償
却
し
、
し
た
が
っ
て
毎
年
九
〇
万
円
が

損
金
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
初
年
度
半
額
の
特
別
償

却
に
お
い
て
は
、
初
年
度
に
四
五
〇
万
円
償
却
さ
れ
、
後
の
九
年
に
残

り
の
四
五
〇
万
円
が
配
分
さ
れ
て
償
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、

初
年
度
半
額
償
却
で
は
、
通
常
の
償
却
よ
り
も
三
六
〇
万
円
多
く
、
初

年
度
に
損
金
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
後
の

九
年
間
に
は
、
毎
年
四
〇
万
円
少
な
く
償
却
さ
れ
る
か
ら
、
形
式
的
に

言
え
ば
、
特
別
償
却
制
度
は
課
税
繰
延
べ
の
制
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
特
別
償
却
制
度
は
、
実
質
的
に
は
、
無
利
子
の
国

家
金
融
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
課
税
繰
延
べ
額
は
そ
の
期
間
に
資

本
と
し
て
機
能
し
、
剰
余
価
値
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
か
ら
、
単
な
る

課
税
の
繰
延
べ
の
措
置
と
い
う
こ
と
は
で
き
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
は
連

続
的
に
利
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
定
の
課
税
繰
延
べ
額
は
絶
え

ず
存
在
し
、
し
か
も
拡
充
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
結
果
と
し
て

実
質
的
な
減
税
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
（
１
）
松
隈
秀
雄
監
修
・
日
本
租
税
研
究
協
会
著
『
戦
後
日
本
の
税
制
』
一

　
　
　
一
ニ
ベ
ー
ジ
。



二
諸
引
当
金
・
準
備
金
と
税
率

　
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
引
当
金
・
準
備
金
は
貸
倒
準

備
金
の
み
で
あ
り
、
勧
告
に
お
げ
る
貸
倒
準
備
金
は
、
債
権
の
平
均
貸

倒
率
に
よ
る
評
価
勘
定
、
す
な
わ
ち
、
会
計
理
論
で
い
う
貸
倒
引
当
金

で
あ
っ
た
。
だ
が
、
評
価
性
引
当
金
と
し
て
の
貸
倒
準
備
金
も
、
長
期

債
権
に
対
す
る
準
備
金
の
繰
入
れ
な
ど
の
場
合
に
は
、
い
わ
ぼ
未
来
費

用
の
引
当
て
と
し
て
、
大
い
に
損
金
概
念
の
拡
大
に
つ
な
が
る
性
質
の

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
損
金
の
拡
充
に
よ
る
内
部
留
保
の
増

大
を
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
課
税
に
ー
よ
っ
て
捕
捉
で
き
る
し
く
み
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
論
理
の
中
に
１
、
す
で
に
、
評
価
性
引
当
金

だ
け
で
は
な
く
、
利
益
性
準
備
金
を
も
導
入
で
き
う
る
可
能
性
が
含
ま

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
ぜ
な
ら
、
利
益
を
損
金
に
計
上
す
る
こ
と
に

よ
る
内
部
留
保
の
増
大
部
分
は
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ソ
課
税
に
よ
っ

て
捕
捉
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
負
債
性
引
当
金
と
し
て
の
性

質
を
一
定
有
す
る
よ
う
な
価
格
変
動
準
備
金
や
退
職
給
与
引
当
金
に
つ

い
て
は
、
な
お
さ
ら
、
負
債
性
引
当
金
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
導

入
の
根
拠
が
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
示
さ
れ
て
い
た
生
言
っ
て
良
い
の
で
あ

る
。　

　
　
　
日
本
資
本
主
義
の
発
展
と
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
（
藤
岡
）

　
一
九
五
一
年
度
の
補
正
予
算
に
と
も
な
う
税
制
改
革
に
お
い
て
、
価

格
変
動
準
備
金
と
退
職
給
与
引
当
金
が
創
設
さ
れ
た
。

　
価
格
変
動
準
備
金
の
制
度
は
、
こ
の
創
設
の
当
時
に
は
、
例
え
ぼ
棚

卸
資
産
に
つ
い
て
は
、
時
価
の
一
〇
％
に
相
当
す
る
額
と
そ
の
帳
簿
価

格
と
の
差
額
に
相
当
す
る
金
額
を
価
格
変
動
準
備
金
に
繰
り
入
れ
た
と

き
は
、
そ
の
繰
入
金
額
を
損
金
に
算
入
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
棚
卸
資
産
の
価
格
下
落
時
に
、
価
格
の
低
落
に
因
る
損

失
に
備
え
る
た
め
に
準
備
金
と
し
て
多
く
損
金
に
算
入
す
る
こ
と
が
で

き
、
価
格
上
昇
期
に
１
は
、
あ
ま
り
算
入
で
き
な
い
し
く
み
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
こ
の
準
備
金
は
、
積
み
立
て
た
翌
事
業
年
度
に
は
益
金
に
算

入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
彩
式
的
に
は
、
翌
事
業
年
度
の
価
格

下
落
に
因
る
損
失
の
準
備
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

翌
事
業
年
度
に
１
お
い
て
も
、
価
格
変
動
準
備
金
を
積
み
立
て
る
余
地
の

あ
る
時
は
、
別
に
積
み
立
て
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
棚
卸

資
産
の
価
額
が
増
大
す
る
ほ
ど
準
備
金
額
も
年
々
増
大
す
る
こ
と
に
な

り
、
実
質
的
な
減
税
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
こ
の
時
期
の
価
格
変
動
準
備
金
は
、
価
格
下
落
時
に
主
と
し
て
積
み

立
て
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
一
定
、
負
債
性
引
当
金
の
性
質
を
有
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
五
四
年
の
改
訂
に
お
い
て
、
物
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
七
（
八
〇
一
）



　
　
　
　
立
命
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済
学
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上
昇
期
に
お
い
て
も
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
し
か

も
、
現
実
に
棚
卸
資
産
に
価
格
低
落
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
企
業
は
評

価
減
と
し
て
別
個
に
損
金
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
ゆ
え
に
、
価
格

変
動
準
備
金
は
利
益
性
の
も
の
と
し
て
一
般
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

　
（
１
）
っ
た
。

　
次
に
、
退
職
給
与
引
当
金
制
度
は
、
引
当
限
度
額
を
二
つ
の
基
準
か

ら
算
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
っ
は
、
そ
の
年
度
に
発
生
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
退
職
給
与
金
の
新
規
発
生
額
で
あ
り
、
他
の
一

つ
は
、
退
職
給
与
引
当
金
の
損
金
算
入
の
条
件
と
し
て
、
少
な
く
と
も

そ
の
四
分
の
一
以
上
の
金
額
を
特
定
預
金
等
に
運
用
せ
し
め
る
こ
と
と

し
た
の
で
、
期
末
の
特
定
預
金
の
金
額
の
四
倍
の
金
額
か
ら
す
で
に
積

み
立
て
た
退
職
給
与
引
当
金
の
金
額
を
控
除
し
た
金
額
で
あ
り
、
こ
の

二
っ
の
金
額
の
い
ず
れ
か
低
い
金
額
を
引
当
隈
度
額
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

　
こ
れ
は
、
引
当
金
と
い
う
名
前
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
労
働
力
の
対

価
の
一
部
と
し
て
、
将
来
従
業
員
が
退
職
し
た
際
に
支
払
う
べ
き
退
職

金
に
た
い
す
る
引
当
金
で
あ
る
か
ら
、
税
法
上
、
費
用
性
の
も
の
で
あ

る
と
解
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
彩
式
的
に
承
認
す
る
と
し
て
も
、
何
十
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
八
（
八
〇
二
）

も
わ
た
っ
て
積
み
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
引
当
金
は
そ
の
間
、

自
己
資
本
と
同
様
に
機
能
し
、
事
実
上
の
減
税
を
意
味
す
る
も
の
に
他

な
ら
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
引
当
金
隈
度
額
の
基
準
と
し
て
、

従
業
員
の
全
員
が
退
職
す
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
お
り
、
全
員
が
退
職

す
る
場
合
の
新
規
発
生
額
が
基
準
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
実
に
従
業
員

の
全
員
が
退
職
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で

は
、
限
度
額
が
極
め
て
過
大
に
評
価
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ

箏
）

　
価
格
変
動
準
備
金
と
退
職
給
与
引
当
金
は
、
一
九
五
一
年
度
の
補
正

予
算
に
と
も
な
う
税
制
改
革
に
お
い
て
、
法
人
税
率
ひ
三
五
劣
か
ら
四

二
％
へ
の
引
き
上
げ
と
と
も
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
税
率
引
き

上
げ
に
よ
る
企
業
の
負
担
増
加
を
緩
和
す
る
ね
ら
い
も
含
ま
れ
て
い
た

　
　
　
（
３
）

の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
組
み
合
せ
は
、
特
別
償
却
制
度
の
導
入
と
と
も

に
、
全
体
と
し
て
み
る
な
ら
ば
よ
り
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
と
言

わ
た
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
に
、
法
人
税
率
の
引
き
上
げ
は
、
朝
鮮
戦
争
に
よ
る
特
需
景
気

の
た
め
全
体
と
し
て
法
人
が
相
当
の
収
益
向
上
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

こ
と
を
背
景
に
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
利
益
率
そ
の
も
の
は

鉄
鋼
業
な
ど
の
基
幹
産
業
よ
り
も
繊
維
工
業
な
ど
の
非
基
幹
産
業
の
方



が
高
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
繊
維
工
業
に
対
し
て
相
対
的
に
高
い
負
　
　
　
第
二
に
、
税
率
の
引
き
上
げ
は
、
講
和
後
に
お
げ
る
諸
経
費
の
増
加

担
を
負
わ
せ
、
逆
に
、
鉄
鋼
業
等
に
対
し
て
は
税
率
引
き
上
げ
の
負
担
　
　
が
予
想
さ
れ
る
当
時
と
し
て
、
若
干
の
増
徴
を
行
う
必
要
か
ら
行
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

を
相
殺
し
、
さ
ら
に
内
部
留
保
を
拡
充
し
て
合
理
化
を
推
進
す
る
た
め
　
　
た
措
置
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
負
担
の
増
加
は
、
重
点
産
業
に
ー
と
っ
て
は
・

に
・
、
特
別
償
却
制
度
と
諸
引
当
金
制
度
を
創
設
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
　
　
特
別
償
却
と
諸
引
当
金
に
ょ
っ
て
相
殺
さ
れ
、
む
し
ろ
非
重
点
産
業
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

る
。
こ
の
事
実
を
貸
倒
準
備
金
と
退
職
給
与
引
当
金
に
つ
い
て
み
れ
ぱ
　
　
負
担
の
増
加
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

表
皿
１
５
の
よ
う
に
、
貸
倒
準
備
金
の
所
得
金
額
に
占
め
る
割
合
は
、
　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
期
の
企
業
減
税
措
置
は
、
特
別
償
却
に
し
ろ
・

金
融
保
険
業
が
最
も
高
く
七
四
・
四
劣
に
達
し
て
い
る
が
、
製
造
業
の
　
　
諸
引
当
金
・
準
備
金
に
１
し
ろ
、
全
体
と
し
て
み
る
た
ら
ぼ
、
特
定
部
門

中
で
は
、
金
属
機
械
工
業
・
化
学
工
業
・
そ
の
他
製
造
業
の
順
に
な
っ
　
　
に
対
す
る
減
税
措
置
と
い
う
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
退
職
給
与
引
当
金
の
所
得
金
額
に
－
占
め
る
割
合
は
、
　
　
は
、
そ
の
部
門
が
基
幹
部
門
で
あ
り
な
が
ら
、
利
益
率
が
相
対
的
に
ー
低

鉱
業
・
運
輸
通
信
業
・
金
属
機
械
工
業
が
多
く
、
そ
れ
は
ま
さ
に
、
当
　
　
い
と
い
う
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

時
の
重
点
産
業
に
こ
そ
重
要
な
措
置
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
河
合
信
雄
薯
『
財
務
諸
表
新
論
』
一
九
六
五
年
発
行
、
一
八
七
べ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淋
目
．
印
蛇
塵
様
毒
紛
～
涛
嚢
巾
童
辰
紛
ｅ
婁
中
堂
〔
叶
浮
墨
示
　
　
　
　
　
（
一
〇
ヨ
軍
“
）

癖
茸

賢
糠
碑
灘
淋

群
潮
撚

吉
岬

紛
副

ホ
◎
蒔

喜
熟
・

紛
露
・

臨
欝
・
薗

前
｛
◎
鳶

ヰ
ー
～

洪
蹄

Ｈ
糠

Ｈ
辮

鱈
蹄

テ
識

蒲
扉

｛
ｅ
書

序
蝋
掛
糠

×
赫

蒔
＞

昨
革

浦
塵
備
毒
紛
董

Ｈ
Ｏ
ｏ

お

Ｈ
ｏ
◎

Ｈ
Ｎ
ｏ
ｏ

○
ｏ
畠

仁
ｃ
０
Ｈ

ｃ
ｏ
寄

Ｈ
』
缶

８
一
竃
○

』
ｏ
ｏ

ｃ
ｏ
ｃ
ｏ

紅

○
。
Ｎ
二
戻

厳
舞
詳
中
ヨ
岐
鼓
星

Ｈ
Ｈ
○

Ｈ
〇
一
富
』

ｏ
ｓ

Ｈ
』
宗

９
ｓ
Ｎ

Ｏ
。
』
８

ド
ｏ
。
お

ピ
富
ｏ

ト
胃
Ｈ

卜
冨
紅

○
ｏ
○
○
ｏ

閉

○
。
ｐ
閉
畠

尋
謝
紛
一
〇
一

Ｈ
』
雷

○
。
９
０
轟

ｐ
轟
ｍ

ト
ｏ
り
ら
旨

艶
』
亀

ぎ
』
Ｏ
。
り

竈
一
８
Ｈ

雷
一
８
ｏ
。

ｃ
．
ｐ
竃
り

ミ
』
８

Ｈ
ド
Ｏ
冨

畠
ｃ
◎

○
ｏ
竃
』
竃

声
＼
Ｏ
×
Ｈ
ｏ
○

○
．
ｏ

○
』

ｏ
．
Ｎ

ｏ
．
紅

○
．
ｏ

ｏ
．
べ

〇
一
〇

Ｈ
．
ｏ
ｏ

べ
ト
ト

Ｎ
．
ｏ
◎

ｏ
．
ｏ
ｏ

Ｏ
』

ｏ
ｏ
．
Ｈ

じ
Ｕ
＼
Ｏ
×
Ｈ
ｏ
ｏ

べ
一
ｃ
ｏ

Ｎ
０
ｏ
．
べ

ｏ
』

閉
．
Ｈ

Ｈ
Ｏ
．
Ｃ
Ｏ

旨
』

卜
ｍ

Ｈ
．
ｏ
ｏ

Ｈ
Ｈ
．
ｏ
ｏ

轟
．
仁

ド
岬

Ｏ
．
べ

ｏ
．
ｏ

ト
十
団
＼
Ｏ
×
Ｈ
Ｏ
ｏ

ｏ
ｏ
』

Ｎ
０
〇
一
り

ｏ
」

岬
．
蜆

Ｈ
Ｏ
．
り

嵩
．
ｏ

閉
一
Ｈ

ｏ
ｏ
．
ｏ

ｏ
ｏ
ｏ
』

黒
』

ド
ｏ
ｏ

Ｈ
』

Ｈ
Ｏ
◎
．
Ｏ

（
時
）

『
囲
誰
印
摘
べ
ｏ
。
回
謙
斗
肯
麹
琳
』
お
竃
舟
蹄
り
．
８
ｏ
～
８
ト
片
ｏ

目
本
資
本
主
義
の
発
展
と
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
（
藤
岡
）

ニ
ハ
九
（
八
〇
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

　
　
　
ジ
参
照
。

　
（
２
）
同
右
、
二
四
〇
～
二
四
一
べ
ー
ジ
参
照
。

　
（
３
）
前
掲
『
戦
後
目
本
の
税
制
』
二
一
ぺ
ー
ジ
参
照
。

　
（
４
）
同
右
、
一
〇
六
べ
ー
ジ
。

　
（
５
）
同
右
、
一
〇
六
～
一
〇
七
ぺ
ー
ジ
。

　
（
６
）
　
一
九
五
二
年
度
下
期
に
お
げ
る
棚
鈍
資
産
の
構
成
比
は
、
鉄
鋼
業
よ

　
　
　
り
も
紡
績
業
の
方
が
大
で
あ
る
が
、
絶
対
額
で
は
、
大
紡
績
七
杜
合
計

　
　
　
五
七
四
億
円
に
対
し
て
、
鉄
鋼
一
貫
三
杜
合
計
八
〇
五
億
円
で
あ
っ
た

　
　
　
（
昭
和
二
八
年
度
『
年
次
経
済
報
告
』
よ
り
）
。
し
た
が
っ
て
、
価
格
変

　
　
　
動
準
備
金
も
、
そ
の
限
り
で
は
、
重
点
産
業
に
有
利
た
措
置
で
あ
っ
た

　
　
　
と
言
え
る
。

　
　
　
　
第
三
章
「
高
度
成
長
」
過
程
と
資
本
蓄
積
税
制

　
　
第
一
節
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積

　
前
章
に
お
い
て
、
朝
鮮
特
需
期
の
資
本
蓄
積
と
、
そ
の
も
と
に
お
げ

る
企
業
税
制
を
考
察
し
、
損
益
計
算
を
通
じ
る
減
税
措
置
が
、
ど
の
よ

う
な
資
本
蓄
積
の
発
展
と
の
係
り
で
拡
大
強
化
さ
れ
て
き
た
か
を
明
ら

か
に
し
た
。
本
章
で
は
、
同
じ
課
題
を
、
　
「
高
度
成
長
」
過
程
と
の
係

り
で
考
察
す
る
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
　
「
高
度
成
長
」
過
程
に
お
け
る

資
本
蓄
積
の
概
括
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
と
は
言
え
、
こ
こ
で
は
課
題

に
と
っ
て
必
要
た
限
り
で
の
概
括
に
止
め
、
全
面
的
な
目
本
資
本
主
義

論
の
展
開
は
別
稿
に
ゆ
ず
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇
（
八
〇
四
）

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
朝
鮮
特
需
期
に
お
い
て
は
、
利
益
率
で
み

る
限
り
、
鉄
鋼
業
な
ど
の
重
点
産
業
よ
り
も
、
繊
維
工
業
な
ど
の
非
重

点
産
業
の
方
が
資
本
蓄
積
で
優
位
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

に
対
し
て
、
　
「
高
度
成
長
」
期
に
お
い
て
は
、
鉄
鋼
・
石
油
化
学
工
業

な
ど
の
素
材
重
化
学
工
業
資
本
そ
の
も
の
が
強
蓄
積
を
遂
げ
る
段
階
に

達
し
て
い
る
。
　
「
高
度
成
長
」
過
程
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
素
材
重

化
学
工
業
部
門
と
そ
の
加
工
部
門
に
お
け
る
巨
大
独
占
の
強
蓄
積
過
程

で
あ
っ
た
生
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
素
材
重
化
学
工
業
と
そ
の
加
工
部
門
に
お
け
る
巨
大
独
占
の

強
蓄
積
が
な
ぜ
可
能
で
あ
っ
た
か
が
次
の
問
題
と
な
る
。
そ
の
原
因
の

第
一
は
、
．
ア
メ
リ
カ
を
主
幹
と
す
る
世
界
資
本
主
義
体
制
の
一
環
と
し

て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
発
展
し
て
い
る
最
新
鋭
重
化
学
工
業
と
の
直

接
的
た
分
業
関
係
の
中
で
、
目
本
の
重
化
学
工
業
化
が
育
成
・
発
展
さ

せ
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
ア
メ
リ
ヵ
に
お
い
て
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
両
体
制
問
の
矛
盾
の
著
し
い
激
化
の
た
め
、
航

空
・
宇
宙
・
原
子
力
・
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
等
の

軍
事
関
連
都
門
が
奇
彬
的
に
発
展
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
た
め
、
目
本
を
ア

ジ
ア
の
拠
点
と
し
て
、
軍
事
経
済
の
末
端
に
組
み
込
み
、
素
材
重
化
学

工
業
を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
た
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



　
こ
の
よ
う
な
国
際
的
分
業
の
前
提
条
件
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制
の
一
環
と

し
て
の
一
ド
ル
ー
１
三
六
〇
円
と
い
う
固
定
レ
ー
ト
の
体
制
で
あ
っ
た
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制
は
、
資
本
主
義
諸
国
に
。
対
す
る
ド
ル
散
布
に
よ
っ
て
、
ア

メ
リ
カ
が
資
本
主
義
世
界
体
制
を
支
配
す
る
た
め
の
機
構
で
あ
っ
た
が
、

同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
国
際
的
分
業
の
貨
幣
面
に
お
け
る
前
提
条
件
で

あ
っ
た
。

　
一
ド
ル
ー
１
三
六
〇
円
の
固
定
レ
ー
ト
の
体
制
は
、
ド
ヅ
ジ
．
ラ
イ
ソ

に
よ
っ
て
経
済
安
定
措
置
と
と
も
に
現
実
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
ド
ッ
ジ
ニ
フ
イ
ソ
に
よ
っ
て
条
件
が
整
備
さ
れ
、
朝
鮮
特
需
を
直

接
的
た
契
機
と
し
て
、
国
際
的
分
業
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
と
し
て
の

日
本
の
重
化
学
工
業
化
が
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
朝
鮮
特
需
期
に
お

い
て
は
、
い
ま
だ
繊
維
工
業
中
心
の
資
本
蓄
積
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、

政
府
金
融
・
特
定
減
税
た
ど
の
主
と
し
て
国
家
を
通
じ
る
重
工
業
化
の

措
置
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
国
際
的
分
業
は
、
目
本
の
素
材
重
化
学
工
業
部
門
に
お
け
る
巨
大
独

占
が
強
蓄
積
を
遂
げ
る
た
め
の
可
能
性
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
る
が
、

資
本
主
義
世
界
経
済
の
中
で
は
、
そ
れ
だ
げ
で
は
現
実
性
に
転
化
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
現
実
性
へ
の
転
化
の
条
件
は
、
国
際
的
競
争

に
お
い
て
優
位
を
お
さ
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
日
本
資
本
主
義
の
発
展
と
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
（
藤
岡
）

　
国
際
的
競
争
に
お
い
て
優
位
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
た
第
一
の
原

因
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
導
入
技
術
に
も
と
ず
く
巨
大
な
固
定
資
本
投

資
と
白
然
的
条
件
と
の
結
合
で
あ
っ
た
。
鉄
鋼
業
に
お
い
て
は
、
一
九

五
〇
年
代
前
半
の
ス
ト
リ
ッ
プ
・
、
・
・
ル
の
大
量
導
入
を
中
心
と
す
る

「
第
一
次
合
理
化
」
に
は
じ
ま
り
、
高
炉
の
大
型
化
．
Ｌ
Ｄ
転
炉
の
導

入
と
続
く
技
術
革
新
と
、
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
に
お
け
る
巨
大
な
銑
鋼

一
貫
製
鉄
所
の
建
設
に
よ
っ
て
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
は
、
資
本
主

義
世
界
で
一
・
二
位
の
鉄
鋼
生
産
水
準
に
達
し
た
。
技
術
導
入
に
よ
る

輸
出
競
争
力
の
強
化
は
、
例
え
ぼ
、
Ｌ
Ｄ
転
炉
に
よ
る
粗
鋼
生
産
高
が
、

一
九
六
四
年
に
お
い
て
、
す
で
に
ア
メ
リ
ヵ
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
推
測
で
き
る
。
一
九
六
四
年
に
お
け
る
Ｌ
Ｄ
転
炉
に
よ
る
粗
鋼
生

産
量
は
ア
メ
リ
カ
で
一
四
〇
一
万
Ｍ
ｔ
で
総
粗
鋼
生
産
最
の
一
二
．
二

％
に
対
し
て
、
目
本
で
は
、
一
七
五
八
万
Ｍ
一
ｔ
で
、
総
粗
鋼
生
産
量
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

四
四
・
二
％
を
占
め
る
に
い
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
技
術
導
入
に
よ
る
巨
大
機
械
装
置
・
装
置
体
系
の
建
設
は
、
瀬

戸
内
海
及
び
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
に
そ
れ
ぞ
れ
立
地
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
巨
大
性
を
競
争
力
の
一
層
の
優
位
性
に
転
化
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。
な
ぜ
な
ら
、
鉄
鉱
石
及
び
原
沈
の
ほ
と
ん
ど
を
海
外
お
よ
び

国
際
資
本
に
依
存
し
、
し
か
も
、
鉄
鋼
製
品
の
三
〇
％
を
輸
出
に
依
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一
（
八
〇
五
）
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し
て
い
る
素
材
重
化
学
工
業
に
と
っ
て
、
海
運
の
巨
大
化
と
、
直
接
に

海
か
ら
搬
入
・
搬
出
す
る
一
貫
工
程
こ
そ
が
、
競
争
力
強
化
に
と
っ
て

極
め
て
重
要
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
導
入
技
術
に
基
づ
く
巨
大
な
固
定
資
本
投
歎
と
自
然
的
条
件
を

結
合
す
る
も
の
が
、
　
「
全
国
総
合
開
発
計
画
」
に
は
じ
ま
る
地
域
開
発

政
策
を
中
心
と
す
る
国
家
独
占
資
本
主
義
的
諸
施
策
で
あ
っ
た
。
太
平

洋
ベ
ル
ト
に
お
け
る
立
地
に
は
、
海
岸
埋
め
立
て
地
の
廉
価
た
払
い
下

げ
、
そ
れ
と
一
体
と
な
っ
た
港
湾
の
建
設
、
ま
た
、
鉄
鋼
・
石
油
化
学

工
業
は
水
を
大
量
に
消
費
す
る
が
ゆ
え
に
、
ダ
ム
・
用
水
路
等
の
建
設

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
巨
大
な
杜
会
資
本
を
含
む
巨
大
コ
ソ

ビ
ナ
ー
ト
建
設
が
、
導
入
技
術
と
自
然
的
条
件
を
結
合
す
る
も
の
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
巨
大
な
固
定
資
本
投
資
そ
の
も
の
に
と
っ
て
、

「
高
度
成
長
」
下
の
低
法
人
税
率
と
損
益
計
算
を
通
じ
る
減
税
措
置
は
、

大
き
な
役
割
を
果
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
国
際
的
競
争
に
お
い
て
優
位
に
立
っ
た
め
の
条
件

は
、
す
べ
て
価
格
面
に
お
け
る
競
争
力
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
杜
会
資
本
に
よ
っ
て
地
理
的
優
位
性
と
結
合
さ
れ
、
企
業
減
税
に

よ
っ
て
資
金
面
で
補
助
さ
れ
た
、
新
鋭
巨
大
装
置
体
系
の
建
設
は
、
量

産
化
に
１
よ
る
費
用
の
低
下
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
二
（
八
〇
六
）

用
の
低
下
は
、
輸
出
価
格
に
お
い
て
、
そ
の
価
格
を
低
下
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
国
際
的
競
争
に
お
い
て
優
位
に
立
っ
条
件
を
整
備
す
る
が
、

他
方
で
、
国
内
価
格
に
お
い
て
は
、
知
売
物
価
の
「
高
度
成
長
」
過
程

に
お
け
る
維
持
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
独
占
価
格
の
維
持
を
通
じ
て
費

用
の
低
下
部
分
が
利
潤
に
転
化
さ
せ
ら
れ
、
高
利
潤
の
体
制
が
移
成
さ

れ
る
。
そ
し
て
そ
の
転
化
さ
せ
ら
れ
た
高
利
潤
が
ま
た
資
本
に
再
転
化

さ
れ
て
巨
大
な
固
定
資
本
投
資
を
可
能
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
（
１
）
日
本
鉄
鋼
連
盟
『
鉄
鋼
統
計
要
覧
』
一
九
七
五
年
版
、
四
四
ぺ
ー
シ

第
二
節

　
一
税
強
蓄
積
税
制

　
率

　
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
七
〇
年
ま
で
の
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
、

と
り
わ
げ
、
素
材
重
化
学
工
業
に
お
げ
る
巨
大
独
占
の
強
蓄
積
の
中
で
、

一
九
五
〇
年
代
の
企
業
税
制
は
、
少
な
か
ら
ず
彩
態
を
変
化
さ
せ
た
。

朝
鮮
特
需
期
に
お
い
て
は
、
鉄
鋼
業
な
ど
の
重
点
産
業
の
利
益
率
が
相

対
的
に
低
い
が
ゆ
え
に
、
特
別
企
業
減
税
に
よ
っ
て
特
定
部
門
に
お
げ

る
減
税
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
重
化
学
工
業
資
本
の
高
利
潤
の
体

制
が
形
成
さ
れ
る
中
で
、
税
率
引
き
下
げ
に
よ
る
企
業
減
税
が
大
き
な

意
義
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
重
化
学
工



業
資
本
の
利
益
率
が
高
い
が
ゆ
え
に
、
税
率
引
き
下
げ
が
重
化
学
工
業

資
本
に
相
対
的
に
高
い
減
税
の
手
段
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
法
人
税
率
は
、
一
九
五
五
年
に
四
〇
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
以
降
、

一
九
五
八
年
に
三
八
％
、
さ
ら
に
一
九
六
一
年
に
は
配
当
軽
課
措
置
と

し
て
・
課
税
利
益
の
う
ち
支
払
配
当
分
に
つ
い
て
は
二
八
劣
と
た
り
、

一
九
六
四
年
に
そ
の
配
当
軽
課
税
率
が
二
六
％
に
、
そ
し
て
一
九
六
五

年
に
留
保
利
益
に
対
し
て
三
七
％
、
一
九
六
七
年
に
同
じ
く
三
五
％
と

漸
次
引
き
下
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
（
所
得
階
層
に
ょ
る
軽
減
税
率
を
の
ぞ
く
）
。

税
率
引
き
下
げ
に
，
よ
る
減
収
と
そ
の
一
彩
態
と
し
て
の
配
当
軽
課
分
に

っ
い
て
の
減
収
は
、
後
に
示
す
よ
う
に
、
　
「
高
度
成
長
」
期
の
後
半
に

は
一
特
別
措
置
企
業
減
税
に
よ
る
減
収
よ
り
も
そ
の
額
が
大
き
く
、
減

税
の
主
要
形
態
に
た
っ
て
い
る
。
こ
の
減
税
分
は
、
重
化
学
工
業
資
本

に
お
け
る
固
定
資
本
投
資
の
巨
大
性
の
た
め
に
、
そ
の
資
本
へ
の
再
転

化
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
る
。

　
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
に
ょ
っ
て
増
大
し
た
内
部
留
保
は
、
巨
大
な

機
械
装
置
を
技
術
導
入
に
基
づ
い
て
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
に
建
設
す
る

た
め
に
、
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
同
じ
資
本
へ
の

再
転
化
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
高
利
潤
の
体
制
が
彩
成
さ
れ
た
。
言
い
換

え
る
と
・
税
率
の
引
き
下
げ
は
、
重
化
学
工
業
資
本
に
お
け
る
高
利
潤

　
　
　
　
目
本
資
本
主
義
の
発
展
と
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
（
藤
岡
）

の
彩
成
を
前
提
と
し
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
し
た
税

率
の
引
き
下
げ
に
よ
る
減
税
は
、
さ
ら
に
－
高
利
潤
彬
成
の
て
こ
と
な
っ

　
　
　
　
（
１
）

た
の
で
あ
る
。

　
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
に
よ
る
企
業
減
税
は
、
ま
た
、
「
高
度
成
長
」

過
程
に
お
け
る
「
自
然
増
収
」
に
よ
る
税
収
の
確
保
を
も
前
提
条
件
と

し
て
い
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
五
七
年
に
。
お
け
る
法
人
税

率
の
引
き
上
げ
は
、
講
和
後
の
支
出
の
増
大
を
み
こ
し
て
行
わ
れ
た
と

い
う
側
面
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
重
化
学
工
業
資
本
に
お
け
る

高
利
潤
の
体
制
が
「
自
然
増
収
」
を
生
み
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
税
収

確
保
と
い
う
面
で
も
、
税
率
引
き
下
げ
の
条
件
を
っ
く
り
だ
し
た
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
重
化
学
工
業
部
門
に
お
け
乃
巨
大
独
占
の
高
利

潤
の
形
成
は
、
税
収
面
に
お
い
て
、
税
率
引
き
下
げ
の
た
め
の
条
件
を

生
み
出
す
と
同
時
に
、
高
利
潤
そ
の
も
の
に
ょ
っ
て
、
そ
の
部
門
の
一

層
の
高
利
潤
の
体
制
を
形
成
さ
せ
る
た
め
の
税
率
引
き
下
げ
を
可
能
に

し
た
の
で
あ
る
。

　
税
率
の
引
き
下
げ
は
、
こ
の
よ
う
に
、
一
方
に
お
い
て
、
現
実
の
資

本
蓄
積
の
発
展
段
階
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
他
方

で
・
彬
式
と
し
て
は
、
す
で
に
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
お
い
て
与
え
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
お
い
て
、
法
人
税
を
株
主
に
課
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三
（
八
〇
七
）
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ら
れ
る
個
人
所
得
税
の
源
泉
課
税
と
み
な
す
と
い
う
法
人
擬
制
説
に
よ

っ
て
、
大
ざ
っ
ぱ
で
低
い
定
率
課
税
が
根
拠
づ
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
法
人
税
は
個
人
所
得
税
の
源
泉
課
税
で
あ
る
か
ら
、
税
率

を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
は
、
株
主
に
対
す
る
個
人
所
得
課
税
の
段
階
で

総
合
的
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
個
人
所
得
税
の

段
階
で
総
合
的
に
課
税
さ
れ
る
な
ら
ぱ
、
法
人
税
そ
の
も
の
は
低
税
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

で
さ
し
つ
か
え
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
九
五
五
年
以
降
の
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
は
、
そ
の

根
拠
を
す
で
に
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

低
法
人
税
率
と
い
う
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
お
け
る
資
本
蓄
積
税
制
は
、
重

化
学
工
業
資
本
の
高
利
潤
の
体
制
が
形
成
さ
れ
る
中
で
、
は
じ
め
て
、
大

き
な
効
果
を
有
す
る
も
の
と
し
て
現
実
化
さ
れ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
（
１
）
拙
稿
「
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
と
租
税
政
策
」
『
立
命
館
経
済

　
　
　
学
』
第
二
四
巻
第
三
号
、
一
九
七
五
年
八
月
発
行
を
参
照
さ
れ
だ
い
。

　
（
２
）
加
藤
睦
夫
　
前
掲
論
文
参
照
。

二
　
税
率
引
下
げ
の
一
形
態
と
し
て
の
配
当
軽
課
措
置

　
配
当
軽
課
措
置
は
、
一
九
六
一
年
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

三
八
％
の
法
人
税
率
を
配
当
分
に
対
し
て
の
み
二
八
％
に
引
き
下
げ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四
（
八
○
八
）

そ
れ
と
と
も
に
、
配
当
控
除
率
を
二
〇
劣
か
ら
一
五
％
に
引
き
下
げ
、

ま
た
法
人
受
取
配
当
の
益
金
不
算
入
額
を
一
〇
〇
劣
か
ら
七
五
％
に
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
そ
の
創
設
の
背
景
か
ら
述
べ
る
こ
と
に
す

る
。

　
「
現
在
わ
が
国
企
業
の
資
本
構
成
が
悪
く
、
そ
の
自
己
資
本
比
率
を

高
め
る
必
要
が
あ
り
、
企
業
の
成
長
率
の
高
い
現
在
で
は
、
こ
と
に
そ

の
株
式
資
本
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
企
業

の
増
資
を
は
ば
ん
で
い
る
大
き
な
原
因
の
一
つ
に
ー
現
行
税
制
の
影
響
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

あ
げ
ら
れ
、
そ
の
根
本
的
た
再
検
討
が
要
望
さ
れ
て
い
る
。
」

　
こ
こ
で
い
う
現
行
税
制
と
は
、
借
入
金
利
子
に
つ
い
て
は
損
金
に
算

入
し
な
が
ら
、
支
払
配
当
に
つ
い
て
は
、
課
税
所
得
と
し
て
法
人
税
率

を
一
律
に
適
用
す
る
制
度
で
あ
る
が
、
後
者
に
っ
い
て
は
、
シ
ャ
ウ
プ

勧
告
に
よ
る
税
制
改
革
以
来
続
い
て
い
る
制
度
で
あ
り
、
法
人
疑
制
説

に
よ
る
株
主
段
階
で
の
二
重
課
税
の
調
整
と
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
。

改
訂
案
は
、
二
重
課
税
の
調
整
と
い
う
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
考
え
方
を
基

本
的
に
残
し
な
が
ら
、
そ
の
調
整
を
株
主
段
階
よ
り
も
法
人
段
階
に
一

部
移
し
か
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
「
現
行
税
法
が
株
主
段
階
で
二
重
課
税
の
調
整
を
行
な
う
の
は
、
配
当
支
抵

法
人
の
段
階
で
納
め
た
法
人
税
を
株
主
の
納
め
る
税
金
の
前
払
い
と
み
る
考
え



方
に
た
っ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
述
べ
た
。
こ
れ
を
言
葉
を
か
え
て
言
え
ば
、

配
当
の
支
払
法
人
は
株
主
に
代
わ
っ
て
、
い
わ
ぱ
、
株
主
の
納
め
る
税
金
の
源

泉
徴
収
と
い
う
意
味
合
い
で
法
人
税
を
納
め
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
法

人
税
の
負
担
は
本
来
な
ら
株
主
に
対
し
て
転
嫁
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
現
在
、
企
業
は
普
通
、
法
人
税
は
自
分
の
負
担
で
納
め
る
も
の
と
考

え
そ
の
税
金
を
納
め
た
残
り
の
利
益
の
う
ち
か
ら
配
当
を
支
払
う
べ
き
も
の
と

決
め
て
い
る
。
…
…

　
こ
の
よ
う
に
企
業
が
法
人
税
を
法
人
の
負
担
と
決
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
実
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

最
も
根
本
的
な
問
題
が
あ
る
。
」

　
し
た
が
っ
て
、
答
申
で
は
、
　
「
現
行
税
制
の
た
て
ま
え
か
ら
い
え
ぼ
、

法
人
税
を
株
主
の
前
取
り
と
考
え
て
い
る
以
上
、
そ
の
負
担
は
株
主
に

帰
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
配
当
は
い
わ
ぼ
法
人
税
込
み
で
考
え
、
法
人

税
が
課
せ
ら
れ
る
だ
け
株
主
の
手
取
配
当
は
低
下
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ

（
３
）

う
」
と
し
、
支
払
配
当
軽
課
法
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

方
法
は
、
そ
れ
ま
で
の
方
法
に
比
べ
て
、
法
人
の
負
担
を
株
主
に
転
嫁

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
措
置
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も
株
式
資
本
の
充
実
が

行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
た
ら
、
支
払
配
当
都
分
に
対
す

る
税
率
を
三
八
％
か
ら
二
八
％
へ
、
約
七
五
％
圧
縮
し
た
分
だ
け
、
配

　
　
　
　
目
本
資
本
主
義
の
発
展
と
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
（
藤
岡
）

当
控
除
率
を
二
〇
％
か
ら
一
五
％
に
－
、
そ
し
て
受
取
配
当
の
益
金
不
算

入
の
割
合
を
一
〇
〇
％
か
ら
七
五
％
に
し
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

支
払
会
杜
に
有
利
な
分
だ
け
配
当
を
受
げ
と
る
法
人
お
よ
び
個
人
の
投

資
家
に
は
不
利
と
汰
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
配
当
軽
課
措
置
は
、
株
式
資
本
の
充
実
の
た
め
の
措
置
に
は
な
ら
な

か
っ
た
が
、
法
人
の
税
負
担
を
一
定
軽
減
す
る
と
い
う
効
果
を
も
た
ら

す
こ
と
は
で
き
た
。
例
え
序
、
一
九
六
一
年
の
配
当
軽
課
措
置
に
よ
る

減
収
は
三
五
九
億
円
、
一
九
六
二
年
に
四
三
三
億
円
、
六
三
年
に
五
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

二
億
円
、
六
四
年
に
七
〇
三
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
分
だ
げ
法
人

の
内
部
留
保
を
充
実
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
配
当
軽
課
措

置
は
、
低
法
人
税
率
の
た
め
の
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
論
理
を
一
層
徹
底
さ

せ
る
も
の
と
し
て
も
、
ま
た
現
実
の
効
果
と
し
て
も
、
税
率
引
き
下
げ

の
重
要
な
形
態
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
税
制
調
査
会
『
当
面
の
税
制
改
正
に
関
す
る
答
申
付
　
そ
の
審
議

　
　
　
の
内
容
と
経
過
の
説
明
』
一
九
六
〇
年
一
二
月
、
一
二
八
べ
ー
ジ
。

　
　
（
２
）
同
右
、
二
三
ぺ
－
ジ
。

　
　
（
３
）
同
右
、
二
二
二
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
４
）
税
制
調
査
会
『
「
今
後
に
お
げ
る
わ
が
国
の
杜
会
、
経
済
の
進
展
に

　
　
　
即
応
す
る
基
本
的
た
租
税
制
度
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
の
答
申
及
び
そ

　
　
　
の
審
議
の
内
容
と
経
過
の
説
明
』
一
九
六
四
年
一
二
月
、
二
二
七
べ
ー

　
　
　
ジ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
五
（
八
〇
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
五
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）

三
　
減
価
償
却
制
度

　
コ
局
度
成
長
」
過
程
に
お
げ
る
損
益
計
算
を
通
じ
る
減
税
で
最
も
重

要
な
も
の
は
、
固
定
資
産
の
耐
用
年
数
の
改
訂
で
あ
る
。
耐
用
年
数
の

改
訂
ば
、
一
九
六
一
年
に
機
械
設
備
に
っ
い
て
平
均
二
〇
％
短
縮
さ
れ

た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
一
九
六
四
年
、
六
六
年
に
行
わ
れ
て
い
る
。

固
定
資
産
の
耐
用
年
数
の
改
訂
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
、
税
制
調
査
会
は

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
「
固
定
資
産
の
耐
用
年
数
の
改
訂
の
ね
ら
い
は
、
個
々
の
資
産
の
実

情
に
即
し
て
年
数
を
改
訂
し
、
毎
期
の
償
却
を
適
正
な
も
の
に
す
る
こ

と
に
あ
る
が
、
企
業
の
資
金
調
達
の
立
場
か
ら
み
れ
ぱ
、
そ
の
改
訂
を

通
じ
て
、
毎
事
業
年
度
の
減
価
償
却
費
が
増
加
し
、
そ
れ
に
よ
る
税
負

担
の
軽
減
を
含
め
て
企
業
の
自
己
資
金
が
い
っ
そ
う
豊
宮
に
確
保
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
」

　
こ
の
よ
う
に
、
耐
用
年
数
の
改
訂
の
ね
ら
い
が
企
業
減
税
に
あ
り
、

そ
れ
を
通
じ
て
自
已
資
本
の
拡
充
を
行
う
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
技
術
革
新
に
伴
う
経
済
的
陳
腐
化
の
問
題
を
考
慮
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
一
層
確
か
な
も
の
と
し
て
、
保
障
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
陳
腐
化
と
い
う
事
実
の
把
握
は
、
必
ず
し
も
容
易
で
た
い
が
、
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六
（
八
一
〇
）

近
に
お
げ
る
陳
腐
化
の
現
象
は
、
主
と
し
て
、
最
近
の
技
術
革
新
に
伴

う
機
械
設
備
の
専
用
機
化
、
自
動
機
化
、
自
動
連
続
化
、
大
型
化
、
コ

ソ
バ
ク
ト
化
、
高
温
高
圧
化
等
の
事
実
の
う
ち
に
比
較
的
客
観
的
に
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
」

　
具
体
的
な
例
と
し
て
、
機
械
工
業
に
お
け
る
、
自
動
旋
盤
、
自
動
ボ

ー
ル
盤
、
自
動
フ
ラ
イ
ス
盤
等
の
普
及
、
ま
た
化
学
工
業
に
お
げ
る
自

動
制
御
に
よ
る
機
械
装
置
と
高
温
高
圧
化
に
よ
る
反
応
の
促
進
等
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

う
た
め
の
設
備
の
採
用
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
素
材
重
化
学
工
業
と
そ
の
加
工
部
門
に
お
げ
る
巨
大
独
占
の
強
蓄
積

は
、
そ
の
部
門
に
お
げ
る
機
械
装
置
と
装
置
体
系
を
巨
大
化
さ
せ
、
そ

れ
に
よ
っ
て
一
般
的
な
耐
用
年
数
の
短
縮
を
減
税
の
大
き
な
手
段
に
転

化
さ
せ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
増
大
し
た
内
部
留
保
の
資
本

へ
の
再
転
化
を
通
じ
て
、
一
層
巨
大
な
固
定
資
本
投
資
を
可
能
な
ら
し

め
た
の
で
あ
る
。

　
配
当
軽
課
持
置
と
耐
用
年
数
の
改
訂
が
行
わ
れ
た
年
度
を
中
心
に
、

税
率
引
き
下
げ
・
配
当
軽
課
・
耐
用
年
数
の
短
縮
・
特
別
措
置
企
業
減

税
に
よ
る
減
収
額
を
示
す
と
表
皿
－
１
の
よ
う
に
な
る
。
項
目
に
よ
っ

て
若
干
計
算
方
法
が
異
な
る
が
、
大
ま
か
な
傾
向
を
と
ら
え
る
こ
と
は

で
き
る
。
税
率
引
き
下
げ
に
よ
る
減
収
額
は
、
税
率
四
二
％
を
基
準
と



し
、
現
行
税
率
と
の
差
に
よ
る
減
収
額
を
示
し
た
も
の

で
あ
り
、
耐
用
年
数
改
訂
に
よ
る
減
収
額
は
、
そ
の
年

度
の
改
訂
に
よ
る
減
収
額
に
、
そ
れ
以
前
の
改
訂
に
■
よ

る
減
収
額
を
加
え
た
額
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
る
と
、

法
人
税
率
の
引
き
下
げ
・
配
当
軽
課
・
及
び
耐
用
年
数

の
改
訂
に
よ
る
減
収
額
が
い
か
に
大
き
い
か
が
明
ら
か

に
な
る
。

　
特
別
措
置
企
業
減
税
の
中
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、

輸
出
割
増
償
却
制
度
に
－
よ
る
減
税
で
あ
り
、
一
九
六
四

年
に
一
一
七
億
円
で
あ
っ
た
も
の
が
一
九
六
九
年
に
は

三
六
二
億
円
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
が
一
九

六
三
年
に
ガ
ッ
ト
一
一
条
国
へ
移
行
し
た
こ
と
に
と
も

な
っ
て
、
公
然
た
る
輸
出
補
助
金
で
あ
り
ダ
ソ
ピ
ソ
グ

補
償
と
な
る
輸
出
所
得
控
除
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
代

っ
て
、
ま
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
八
条
国
、

移推の額収減イ
ー
ＩＩ表

９６９１６６９１４６９１

向
年
６
１

１
９

７
０
１
明

４
・
不

つ
、
リ
　
　
　
　
Ｆ
ｏ

０
６
明
８
１

２
・
不

１０１１

３０７

５６６

０９７

９５３

４５２

収
課
訂

減　
　
改

るよ
軽
の

こ～
　
数

げ下
当
年

弓
　
用

率税
配
耐

＾
ソ
“
　
１
１
一

＾
．
ｏ
　
Ｏ

ｏ
０
　
１
・
一

７６１

５
５

６４１

企９１１

（
Ｏ
　
Ｏ
Ｊ

［
０
　
　
７
１

１

９
０

４
４

９
６

６８８

２
５

７１１

４１１

９
７

８
５

７

７１８

５４１

５１１

５２２

０１１

９
０

９
４

５
２

０５９

金
金
金
除
却
金
等
　
税
税
正
除
計

備
備
当
雌
償
瓢
鷲
是
篶

準
引
特
増
拓
噸
順
産
の
鴛

準
動
与
の
　
開
及
　
輸
物
成

変
給
得
割
場
鱗
却
靭
要
構
篇

倒
格
職
帥
出
撫
驚
本
鷲

貸
価
退
輸
輸
海
合
の
重
新
資
試
特

　
譲
盗

率
碑
答
ユ
代

脱
率
国
の
　
，
幌

人
税
が
て
　
１
６

法
人
わ
し
り
１
編

宝
慣
泄
農

バ
荒
割
胎

鱗
磐
瓢

額入収税人法
一
一額収滅るよにげ下引率税）注（

『
度
年
融
滅

会
制
６
４
金
別

査
税
１
９
政
項

調
租
』
財
事

制
な
明
『
る

模
的
説
は
よ

，
本
の
収
に

は
基
過
減
置
り

額
る
経
る
措
よ

収
す
と
よ
別
料

減
応
容
に
特
資

る
即
内
訂
税
属

よ
に
の
改
租
付

に
展
議
の
。
ｊ

課
進
審
数
り
判

軽
の
の
年
よ
批

当
済
そ
用
４
制

配
経
び
耐
１
７
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
な
ど
に
よ
っ
て
一
層
激

化
す
る
国
際
的
競
争
に
対
応
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
制

度
は
、
巨
大
な
機
械
装
置
を
有
す
る
重
化
学
工
業
資
本
が
、
い
か
に
輸

出
と
深
く
係
っ
て
い
る
か
、
し
た
が
っ
て
、
国
際
的
競
争
の
中
で
優
位

を
お
さ
め
る
こ
と
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
如
実
に
。
物
語
っ
て
い
る

　
　
　
目
本
資
本
主
義
の
発
展
と
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
（
藤
岡
）

と
言
え
よ
う
。

　
（
１
）
税
制
調
査
会
『
当
面
の
税
制
改
正
に
関
す
る
答
申
付

　
　
　
と
経
過
の
説
明
』
一
九
六
〇
年
一
二
月
、
一
七
五
ぺ
ー
ジ
。

　
（
２
）
同
右
、
一
八
一
～
一
八
ニ
ペ
ー
ジ
。

　
（
３
）
同
右
、
一
八
三
べ
ー
ジ
参
照
。

一
七
七
（
八
一
一
）

そ
の
審
議



　
　
　
　
立
命
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第
三
節
　
小
　
括

　
戦
後
目
本
の
税
制
は
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
基
づ
き
、
資
本
に
課
税
す
ー

る
の
で
は
な
く
、
所
得
に
対
し
て
課
税
す
る
こ
と
を
主
要
な
原
則
と
し

て
き
た
。
そ
の
場
合
の
企
業
減
税
の
方
法
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

所
得
算
定
の
基
準
を
通
じ
る
も
の
と
、
税
率
を
通
じ
る
も
の
と
に
分
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
両
者
は
い
わ
ぱ
、
国
家
支
出
の
一
部
を
移
成

し
て
お
り
、
企
業
の
固
定
資
本
投
資
を
租
税
の
側
面
か
ら
補
助
す
る
こ
。

と
を
中
心
的
な
目
的
と
し
て
い
た
。

　
両
者
の
企
業
減
税
措
置
は
、
戦
後
目
本
に
お
げ
る
資
本
蓄
積
の
発
展

の
度
合
に
よ
っ
て
、
そ
の
重
要
性
と
形
態
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。

　
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
が
発
表
さ
れ
た
当
時
は
、
戦
後
復
興
の
中
で
一
定
の

生
産
水
準
と
一
定
の
利
益
率
が
確
保
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
が
、

朝
鮮
特
需
期
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
い
ま
だ
生
産
水
準
・
利
益
率
・
投
資

水
準
に
お
い
て
極
め
て
制
限
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
資

本
蓄
積
の
特
殊
性
に
規
定
さ
れ
て
、
修
繕
支
出
と
資
本
支
出
の
区
分
・

棚
卸
資
産
経
理
方
法
の
自
由
化
・
貸
倒
準
備
金
等
の
損
金
概
念
の
拡
大

を
通
じ
る
減
税
措
置
が
勧
告
さ
れ
、
現
実
化
さ
れ
る
に
い
た
る
。
同
時

に
、
損
金
概
念
の
拡
大
を
通
じ
る
減
税
方
法
が
こ
の
よ
う
な
形
態
を
通

じ
て
は
じ
め
て
導
入
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
八
（
八
二
一
）

　
朝
鮮
特
需
期
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
特
需
の
た
め
に
生
産
が
著
し
く
拡

大
し
、
利
益
率
・
投
資
水
準
も
著
し
く
上
昇
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

期
の
資
本
蓄
積
の
中
心
が
、
非
重
点
産
業
で
あ
っ
た
た
め
、
鉄
鋼
業
な

ど
の
重
点
産
業
に
対
し
て
は
、
諸
々
の
国
家
施
策
が
行
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
一
つ
が
諸
々
の
特
別
措
置
企
業
減
税
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、

シ
ャ
ウ
プ
勧
告
に
基
づ
い
て
導
入
さ
れ
た
損
金
概
念
拡
大
に
よ
る
減
税

方
法
の
発
展
で
あ
っ
た
。

　
「
高
度
成
長
」
期
に
い
た
っ
て
、
重
化
学
工
業
部
門
に
お
け
る
独
占

体
は
、
高
利
潤
と
高
投
資
の
体
制
を
彩
成
し
、
未
曽
有
の
強
蓄
積
を
遂

げ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
、
税
率
引
き
下
げ
を
重
化
学
工
業
資

本
に
と
っ
て
相
対
的
に
大
き
た
減
税
の
措
置
に
転
化
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

最
初
は
法
人
税
率
一
般
の
引
き
下
げ
と
い
う
形
を
と
り
、
そ
し
て
後
に

は
配
当
軽
課
措
置
を
も
併
用
さ
せ
な
が
ら
展
開
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
減

価
償
却
に
お
い
て
も
特
別
措
置
中
心
の
減
税
か
ら
一
般
的
な
耐
用
年
数

の
改
訂
と
い
う
彩
態
を
と
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
戦
後
目
本
の
基
幹
産
業
の
発
展
段
階
に
観
定
さ
れ
な

が
ら
、
企
業
減
税
の
方
法
が
展
開
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
逆
に
、

こ
の
よ
う
な
彩
態
を
と
り
な
が
ら
、
他
の
国
家
施
策
と
と
も
に
、
産
業

の
重
化
学
工
業
化
が
著
し
く
促
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。


